
平成２５年３月

伊　万　里　市

平成２５年度　当初予算の概要
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1

2

平 成 24 年 度

当 初 予 算 額

1,872,000 9.1

基　本　方　針

22,356,000 20,484,000

増 減 率

　平成２５年度は、政権交代後の経済再生に向けた緊急経済対策の効果に

加え、世界経済の緩やかな持ち直しが期待されることから、我が国経済

は、緩やかに回復していくと見込まれるものの、当市の主要な財源である

税収の伸びは不透明な状況であり、今後も厳しい財政状況が予想される。

　このため、行財政改革の着実な推進による経費縮減と歳入確保を図ると

ともに、既存事業の徹底した見直しにより、限られた財源のなかで必要性

及び緊急性に配慮した予算編成に努めた。

　歳入については、市内企業の設備投資の回復が不透明であることなどに

より市税が減収となるものの、普通交付税は前年度より増額で見込み、基

金繰り入れや市債の借り入れにより財源の確保に努めた。一方、歳出につ

いては、障害者自立支援給付事業、ごみ処理広域化推進事業、森林整備加

速化・林業再生事業、松島搦地区浸水対策事業、都市計画道路整備事業(陣

内白野線）、消防救急無線デジタル化並びに消防緊急通信指令システム整

備事業、二里小学校建設事業などに重点的な投資を行いつつ、子育て支援

策の充実や保健活動の推進、農林水産業及び商業・観光の振興、学校教育

の推進、消防・救急体制の充実等のために限られた財源を有効に配分した

予算の編成を行った。

予算規模（一般会計）

平成24年度当初予算額との比較

千円 千円 千円 ％

平 成 25 年 度

当 初 予 算 額
増 減 額
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３　一般会計当初予算の対前年度比較表
（歳入）

予 算 額 構成比 予 算 額 構成比 増 減 額 増 減 率

自 動 車 取 得 税 交 付 金

2.4

0.248,600

地 方 消 費 税 交 付 金

0.0

11,800 0.1

7,300

535,600

0.01,800

19,500 0.1

25.05,591,276

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金 3.1678,106

2.2498,490繰 入 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

寄 附 金 12 0.0

2,192,489 9.8

0.114,832財 産 収 入

334,791 1.5

14.43,226,975

市 債

100.022,356,000歳 入 合 計

20 8.91,987,700

475,601

0.01

2.1

県 支 出 金

6

5

4

諸 収 入

繰 越 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

12

11

10

9

8

7

配 当 割 交 付 金

地 方 譲 与 税

19

18

17

16

15

14

13

2

　　　　　　　　　　　　　　　　年　　度

　　　　　款

株式等譲渡所得割交付金

0.011,100利 子 割 交 付 金3

28.66,391,427市 税

1.5328,600

1

（単位：千円、％）

平 成 25 年 度 当 初 比 較
（　Ａ　） （　Ａ　）　－　（　Ｂ　）

平 成 24 年 度 当 初
（　Ｂ　）

11,100 0.1

7,300 0.0

6,433,016 31.4

350,200 1.7

48,600 0.2

29,500 0.1

1,800 0.0

549,400 2.7

5,308,422 25.9

1.6

2,862,945 14.0

12,100 0.1

434,998 2.1

329,364

541,599 2.7

12 0.0

100,665 0.5

△ 41,589

0 0.0

0

1 0.0

1,788,933 8.7

18,845 0.1

0.0

△ 13,800 △ 2.5

0 0.0

△ 0.6

△ 21,600 △ 6.2

0 0.0

△ 300 △ 2.5

243,108 55.9

△ 10,000 △ 33.9

282,854 5.3

403,556 22.6

△ 4,013 △ 21.3

5,427 1.6

364,030 12.7

0 0.0

△ 65,998 △ 12.2

0 0.0

397,825 395.2

332,500 20.1

20,484,000 100.0 1,872,000 9.1

1,655,200 8.1

市税 

6,433 

市税 

6,391 

譲与税 

350 

譲与税 

329 

交付金 

660 

交付金 

636 

地方交付税 

5,308 

地方交付税 

5,591 

分担・負担金 

435 

分担・負担金 

678 

使用料・手数料 

329 

使用料・手数料 

335 

国庫支出金 

2,863 

国庫支出金 

3,227 

県支出金 

1,789 

県支出金 

2,192 

繰入金 

101 

繰入金 

498 

諸収入 

542 

諸収入 

476 

市債 

1,655 

市債 

1,988 

その他 

19 

その他 

15 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000 20,000 22,000

一般会計当初予算の対前年度比較（歳入：目的別） （単位：百万円） 

 平成25年度当初  

 平成24年度当初  

- 2 -



（歳出）

予 算 額 構成比 予 算 額 構成比 増 減 額 増 減 率

38.1

11.6

8.6

7.6

2.2

5.0

0.7

100.0

0.1

10.5

0.1

0.1

7.7

6.4

30,000

22,356,000歳 出 合 計

14 予 備 費

2,350,119

13 諸 支 出 金 21,493

12 公 債 費

1,913,264

11 災 害 復 旧 費 17,200

10 教 育 費

9 消 防 費 1,431,510

8 土 木 費 1,705,910

7 商 工 費 493,493

6 農 林 水 産 業 費 1,107,487

5 労 働 費 157,557

4 衛 生 費 1,712,677

総 務 費 2,596,822

3 民 生 費 8,528,388

（単位：千円、％）

平 成 25 年 度 当 初 比 較
（　Ａ　） （　Ａ　）　－　（　Ｂ　）

290,080 294,348 1.4

2,567,221 12.5

　　　　　　　　　　　　　　年　　度

　　　　　　款

1.3議 会 費1

2

161,409 0.8

756,315 3.7

8,184,684 40.0

1,431,954 7.0

760,808 3.7

1,746,124 8.5

473,433 2.3

1,606,905 7.9

29,659 0.2

30,000 0.1

25,300 0.1

2,415,840 11.8

20,484,000 100.0

△ 4,268 △ 1.4

29,601 1.2

343,704 4.2

280,723 19.6

20,060 4.2

99,005 6.2

△ 3,852 △ 2.4

351,172 46.4

△ 65,721 △ 2.7

670,702 88.2

167,140 9.6

1,872,000 9.1

平 成 24 年 度 当 初
（　Ｂ　）

△ 8,166 △ 27.5

0 0.0

△ 8,100 △ 32.0

議会費 

294 

議会費 

290 

総務費 

2,567 

総務費 

2,597 

民生費 

8,185 

民生費 

8,528 

衛生費 

1,432 

衛生費 

1,713 

農水費 

756 

農水費 

1,107 

商工費 

474 

商工費 

494 

土木費 

1,607 

土木費 

1,706 

消防費 

761 

消防費 

1,432 

教育費 

1,746 

教育費 

1,913 

公債費 

2,416 

公債費 

2,350 

その他 

246 

その他 

226 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000 20,000 22,000

一般会計当初予算の対前年度比較（歳出：目的別） 

 平成25年度当初  

 平成24年度当初   

（単位：百万円） 
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４　特別会計・企業会計当初予算の対前年度比較表

平 成 25 年 度 平 成 24 年 度
当 初 予 算 額 当 初 予 算 額 増 減 額 増 減 率

19.5資 本 的 支 出 648,794 543,076 105,718

9.3

資 本 的 収 入 588,973 464,464 124,509 26.8

1,312,552 422,610 32.2

工業用水道 事業
特 別 会 計

収益的収入及び支
出

1,140,934 1,043,423 97,511

1,735,162

△ 2,651 △ 0.2

資 本 的 収 入 815,876 613,556 202,320 33.0

1.1

水 道 事 業
特 別 会 計

収益的収入及び支
出

1,331,165 1,333,816

資 本 的 支 出

特 別 会 計 の 計 15,795,276 15,627,315 167,961

0.6

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,302,063 1,311,460 △ 9,397 △ 0.7

市 営 駐 車 場 特 別 会 計

△ 5.1

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 125,159 116,340

2,070,269 △ 105,975

12,379 12,310 69

16,231 179.4

介 護 保 険 特 別 会 計

8,819 7.6

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,964,294

6,754,502 6,539,282 215,220 3.3

立 花 台 地 開 発 事 業 特 別 会 計 25,279 9,048

5,611,600 5,568,606 42,994 0.8

（単位：千円、％）

区 分
比 較

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

国民健康保険

6,539

国民健康保険

6,755

介護保険

5,569

介護保険

5,612

立花台地開発事業 9

立花台地開発事業 25

公共下水道

事業 2,070

公共下水道

事業 1,964

農業集落排水事業 116

農業集落排水事業 125

市営駐車場12

市営駐車場12

後期高齢者医療

1,312

後期高齢者医療

1,302

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000

特別会計当初予算の対前年度比較表

（単位：百万円）

平成２５年度当初

平成２４年度当初

平成２５年度当初

平成２４年度当初平成２４年度当初平成２４年度当初
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５　事業概要

　　※第５次伊万里市総合計画におけるまちづくりの目標

① 安心で健やかな暮らしづくり

② 創造的で心豊かなひとづくり

③ 活気あふれる産業づくり

④ 安全で快適な地域づくり

⑤ 自立と協働のまちづくり

区分：前年度当初予算額と比較して、新規：●、増額：増、維持：維、減額：減で表示

① ② ③ ④ ⑤

○ 減 10

○ 維 10

計 2 2

○ 維 10

○ ● 10

○ ● 10

○ ● 10

○ ● 11

○ ● 11

○ 増 11

○ 減 11

○ 減 12

○ ● 12

○ 減 12

○ ● 12

○ 減 13

○ 維 13

○ ● 13

○ ● 13

計 1 2 5 8 16

○ 増 14

○ 減 14

○ 増 14

○ 減 14

○ ● 14

○ 減 15

○ 増 15

○ 増 15

○ 増 15

○ 増 15

○ 減 16

○ 減 16

○ 増 16

○ 維 16

○ 増 16

○ 増 16

○ 増 17

○ 維 17

○ ● 17

○ ● 17

○ 増 17

○ 増 17

老人クラブ活動事業

財産管理事業（ＰＣＢ廃棄物処理運搬委託）

心身障害児通園事業

障害児通所給付事業

障害程度区分認定事業

医療費助成事業

款
まちづくりの目標

区分 事　　　業　　　名

地籍調査事業

大連市友好交流伊万里市訪問団派遣事業

地域の元気推進事業

頁

議
会
費

議会活動総務事業（共済組合負担金）

議員政務活動支援事業

障害者自立支援給付事業

身体障害児育成医療給付事業

次代を創る研修事業

賦課徴収事業（家屋の全棟実地調査業務委託料）

戸籍電算化事業（戸籍副本データ管理システム対応連携業務委託料）

民

生

費

総

務

費

防犯灯設置費助成事業（防犯灯設置費補助金）

井手口川ダム周辺施設管理事業

路線バス運行事業

公共交通支援事業（松浦鉄道施設整備事業費補助金）

第５次総合計画後期基本計画策定事業

伊万里港ポートセールス推進事業（伊万里港コンテナ貨物助成事業負担金）

参議院議員選挙

交通安全の啓発・広報事業（飲酒運転ゼロ市民大会開催費）

地域生活支援事業

障害者生活支援センター管理運営事業

身体障害者（児）補装具交付事業

身体障害者更生医療給付事業

特別障害者手当等支給事業

特別支援学校留守家庭児童健全育成事業

シルバー人材センター支援事業

緊急通報システム事業

老人保護措置事業

国民健康保険財政健全化基金

地域共生ステーション（宅老所）推進事業

福祉タクシー利用料金助成事業

敬老会開催事業

子育て支援センター管理運営事業

留守家庭児童クラブ管理運営事業

甲子園プロジェクト支援事業
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① ② ③ ④ ⑤
款

まちづくりの目標
区分 事　　　業　　　名 頁

○ 減 18

○ ● 18

○ 増 18

○ 減 18

○ 維 18

○ 増 18

○ 維 19

○ ● 19

○ 減 19

○ 増 19

○ 増 19

計 33 33

○ 減 20

○ 増 20

○ 増 20

○ 減 20

○ 増 20

○ 維 21

○ 増 21

○ 増 21

○ 増 21

○ 増 22

○ 増 22

○ 増 22

○ 減 22

○ 増 23

○ 減 23

○ 減 23

○ 減 23

○ 増 23

○ 増 23

○ 減 24

計 12 8 20

○ 維 24

○ 減 24

計 2 2

○ 増 24

○ 維 25

○ 増 25

○ 減 25

○ 維 25

○ 増 25

○ 増 26

○ 増 26

○ ● 26

○ 増 26

○ ● 27

○ 減 27

○ 増 27

○ 増 27

民
　
　
　
生
　
　
　
費

農

林

水

産

業

費

労
働
費

母子保健ネットワーク事業

幼児インフルエンザ予防接種費助成事業

子どもの医療費助成事業

未熟児養育医療給付事業

延長保育促進事業

病後児保育事業

子ども・子育て支援事業計画策定事業

児童手当支給事業

児童扶養手当支給事業

一時預かり事業

保育園運営事業

生活保護事業

衛

生

費

妊婦乳児健康診査事業

むし歯予防等対策事業事業

３歳児健康診査事業

休日・夜間急患医療センター運営事業

在宅当番医制運営事業

病院群輪番制病院運営事業

不妊治療エンゼルサポート事業

４か月児訪問事業

国営伊万里土地改良事業担い手農家負担金助成事業

米・麦・大豆競争力強化対策事業

伊万里・有田地区医療福祉組合事業

予防接種事業

伊万里・有田地区衛生組合事業

浄化槽設置整備事業（浄化槽設置整備事業補助金）

健康増進事業

国営伊万里土地改良事業

資源ごみ回収奨励事業

有害鳥獣対策事業

環境保全型農業直接支援対策事業

新規就農者確保事業

ごみ集積所整備費補助事業

環境保全創造住民活動支援事業

塵芥処理管理事業

環境センター管理運営事業

ごみ処理広域化推進事業

戸別所得補償制度推進事業（戸別所得補償制度推進事業費補助金（単独））

九州労働金庫預託事業

緊急雇用創出基金事業

中山間地域等直接支払交付金事業

強い園芸農業確立対策事業

経営体育成支援事業

農地・水保全管理支払交付金（共同活動支援）事業

農地・水保全管理支払交付金（向上活動支援）事業

中山間地域総合整備事業

強い農業づくり交付金事業（園芸対策）
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① ② ③ ④ ⑤
款

まちづくりの目標
区分 事　　　業　　　名 頁

○ ● 28

○ 減 28

○ ● 28

計 17 17

○ 増 28

○ 減 28

○ 維 29

○ 維 29

○ 減 29

○ 維 29

○ 増 29

○ 増 29

○ ● 30

○ ● 30

○ 増 30

○ ● 31

計 12 12

○ 増 31

○ 減 31

○ 増 31

○ 維 31

○ 減 32

○ 減 32

○ 増 32

○ 減 32

○ 減 32

○ 増 33

○ 減 33

○ 増 33

○ 増 33

○ 減 34

○ ● 34

○ 増 34

計 16 16

○ ● 34

○ 増 35

○ ● 35

○ ● 35

○ ● 35

○ 減 35

○ 維 35

計 7 7

○ 増 36

○ 減 36

○ 減 36

○ 減 36

○ 減 36

○ 減 36

○ 減 36

企業等経営安定化支援事業（中小企業振興資金預託金）

農
水
費

教

育

費

商

工

費

消防救急無線デジタル化整備事業

非常備消防車両等整備事業

消防広域化推進事業

林道整備事業

合併漁協水産振興事業

森林整備加速化・林業再生事業

国際アマチュア陶芸展事業

河川管理事業

工場等設置奨励事業

グリーン・ツーリズム推進事業

いまり秋祭り事業

総合流域防災事業

煤屋川改修事業関連市道煤屋３号線拡幅事業

商業団体等活動支援事業（伊万里まちなか活性化運営協議会補助金）

伊万里市観光協会事業

若手企業人地域交流プログラム事業

イマリンビーチ管理運営事業

どっちゃん祭り事業

伊万里ブランドフェア開催事業

伊万里ブランド販売促進事業

住宅リフォーム緊急助成事業

市道整備事業

道路整備総合交付金事業

辺地対策事業

交通安全施設整備事業

橋りょう長寿命化修繕計画策定事業

浸水対策事業

都市計画道路整備事業（陣内白野線）

地域自立・活性化交付金事業（県営事業負担金）

都市公園管理事業

空き家等対策事業

地域住宅総合整備交付金事業

消

防

費

消防本部・署総務事業（消防本部庁舎増改築工事）

救急救命士養成事業

消防緊急通信指令システム整備事業

災害対策事業（わがまち・わが家の防災マップ作成費補助金）

土

木

費

道路維持事業

学校適応指導教室事業

スクールカウンセラー事業

学力向上対策推進事業

特別支援児童生徒サポート事業

特色ある学校創造事業

へき地校区高等学校生徒通学費助成事業

外国語教育支援事業
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① ② ③ ④ ⑤
款

まちづくりの目標
区分 事　　　業　　　名 頁

○ 減 37

○ 増 37

○ 増 37

○ 減 37

○ 増 37

○ 増 38

○ 増 38

○ 減 38

○ 維 38

○ 減 38

○ 減 39

○ 減 39

○ 増 39

○ 増 39

○ 減 39

○ 増 39

○ ● 40

○ ● 40

○ 増 40

計 4 22 26
災　害
復旧費 ○ 減 40

計 1 1
諸支
出金 ○ 減 40

計 1 1

合計 49 23 33 38 10 153

① ② ③ ④ ⑤

○ 増 41

○ 増 41

○ 増 42

○ 減 42

○ 増 42

○ 増 43

○ 減 43

合計 3 1 3 7

○ 増 44

○ 増 45

合計 1 1 2

① 安心で健やかな暮らしづくり 52 件

② 創造的で心豊かなひとづくり 23 件

③ 活気あふれる産業づくり 35 件

④ 安全で快適な地域づくり 42 件

⑤ 自立と協働のまちづくり 10 件

162 件まちづくりの目標　計

教

育

費

まちづくりの目標　　　

県民体育大会開催事業

市小中学校規模適正化推進協議会事業

小学校建設事業

小・中学校遠距離児童生徒通学費助成事業

小・中学校特別支援教育就学奨励費助成事業

小・中学校要保護・準要保護児童生徒就学援助事業

史跡大川内鍋島窯跡保存整備事業

私立幼稚園就園奨励費補助金

中学校パソコン管理事業

家庭・学校・地域連携支援事業

青少年相談・補導活動事業

急傾斜地崩壊防止事業

放課後子ども教室推進事業

伊万里塾推進事業

ブックスタート事業

家読推進事業

ウオーキング大会開催事業

スポーツ振興支援事業

まちづくりの目標
区分 会　　　計　　　名 頁

国民健康保険特別会計

特
　
別
　
会
　
計

立花台地開発事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

区分内訳…新規：28件　増額：59件　維持：17件　減額：49件

介護保険特別会計

スポーツ合宿誘致推進事業

学校給食センターＰＦＩ事業

水道事業繰出金

区分内訳…増額：5件　減額：2件

企業
会計

水道事業特別会計

工業用水道事業特別会計

区分内訳…増額：2件　減額：0件

市営駐車場特別会計

- 8 -



款 事 業 名 区分 説 明

総 務 費 定住自立圏推進事業 休止 平成25年度において実施事業がないため。

総 務 費 文化のまちづくり推進事業 廃止
協働のまちづくり推進費の各種事業において
実施するため。

総 務 費 松浦海区漁業調整委員会委員選挙 完了 平成24年度の臨時的事業であるため。

民 生 費 重度障害者地域生活重点支援事業 休止 平成25年度において事業見込みがないため。

民 生 費 障害者自立支援特別対策事業 完了 平成24年度で事業完了するため。

衛 生 費 小規模下排水路整備事業 休止 平成25年度において事業見込がないため。

農林水産業費 グリーン・ツーリズム推進事業 移行 商工費へ移行したため。

農林水産業費 地域農業マスタープラン作成事業 休止
事業は継続するが予算は必要としていないた
め。

農林水産業費 伊万里牛ＰＲ事業 移行 商工費へ移行したため。

農林水産業費 重要森林公有化等支援事業 完了 平成24年度で事業完了するため。

農林水産業費 佐賀玄海漁業協同組合合併支援事業 完了 平成24年度の臨時的事業であるため。

商 工 費 計量器検査事業 完了 平成24年度の臨時的事業であるため。

商 工 費 九州北部小型船安全協会賛助事業 統合 伊万里湾開発事業へ統合したため。

商 工 費 路線バス運行事業 移行 総務費へ移行したため。

商 工 費 公共交通支援事業 移行 総務費へ移行したため。

土 木 費 国道４９８号整備促進事業 完了 所期の目的を達成したため。

土 木 費 国道２０４号バイパス道路整備促進事業 統合 国道対策事業へ統合したため。

土 木 費 日本海側拠点港推進事業 移行 総務費へ移行したため。

土 木 費 港湾海岸保全事業（県営事業負担金） 統合 港湾施設管理事業へ統合したため。

教 育 費 小学校耐震化事業 休止 平成24年度の繰越事業で実施するため。

教 育 費 小学校理科教育振興事業 休止 隔年実施のため。

教 育 費 中学校耐震化事業 休止 平成24年度の繰越事業で実施するため。

教 育 費 中学校理科教育振興事業 休止 隔年実施のため。

教 育 費 国見台体育施設改修事業 完了 平成24年度の繰越事業で実施するため。

（休止・廃止等事業）
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（一般会計） ●・・・新規事業

特定財源 一般財源

千円 千円 千円

千円 千円 千円

安全で快
適な地域
づくり

交通安全の啓発・広
報事業
（●飲酒運転ゼロ市
民大会）

158 158

　飲酒運転の検挙者数が県内ワースト１であるた

め、広く市民に対して飲酒運転の悪質性や危険

性、悲惨さなどを訴えかける「飲酒運転「ゼロ」

市民大会」（仮称）を開催する。

・報償費　 103千円 ・消耗品費　        5千円

・印刷製本費36千円 ・使用料及び賃借料 14千円

1,320

　第５次伊万里市総合計画前期基本計画が、平成

２５年度をもって計画期間満了を迎えるため、平

成２６年度以降の５年間における市政運営の指針

となる後期基本計画を策定する。

・委員報酬  408千円 ・報償費   606千円

・費用弁償  152千円 ・消耗品費　45千円

・委託料等  109千円

●
第５次総合計画後期
基本計画策定事業

1,320

事 業 名

　市議会議員の調査研究活動に必要な経費の一部

を、政務活動費として交付する。

・交付額　　議員一人当たり年額250千円

・交付時期　年2回（4月及び10月）

自立と協
働のまち
づくり

6,000

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

総　務　費

自立と協
働のまち
づくり

安全で快
適な地域
づくり

1,200 1,200

　各行政区が行う防犯灯の設置に対し、経費の一

部を補助する。

・補助率　設置事業費の1/2以内（上限10千円）

防犯灯設置費助成事
業
（防犯灯設置費補助
金）

61,596

議員政務活動支援事
業

議　会　費

議会活動総務事業
（共済組合負担金）

61,596

　平成２３年６月１日をもって地方議会議員年金

制度が廃止されたことに伴い、廃止後の年金給付

等の経過措置に要する費用を負担する。

・共済組合事務費負担金　13千円×24人

・共済組合給付費負担金

　410千円×12月×51.9/100×24人

6,000

19,436

　庁舎敷地内の倉庫及び市民会館にて保管してい

たポリ塩化ビフェニル廃棄物（蛍光灯などの安定

器に使用）を平成２５年度中に適切に処分する必

要があることから、今回まとめて処分を行う。

・ＰＣＢ廃棄物処理委託料　　19,169千円

・　 　〃　 　運搬委託料　　　 267千円

自立と協
働のまち
づくり

財産管理事業
（●ＰＣＢ廃棄物処
理運搬委託）

19,436

自立と協
働のまち
づくり
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

活気あふ
れる産業
づくり

●
甲子園プロジェクト
支援事業

79 79

　全国の注目を集める甲子園出場をテーマに、各

種団体機関等との連携による取組みを展開し、地

域の連帯感を醸成するとともに、交流人口を拡大

し、地域の消費を誘発するなど地域のさらなる振

興を図るため、組織の立ち上げ及び事業の事前協

議等を行う。

・報償費 　50千円　 ・旅費　  18千円

・食糧費    6千円 　・使用料 　5千円

　高齢者をはじめとした交通弱者の移動手段を確

保するため、市独自の地域密着型バスの運行を行

う。

○いまりんバス運行業務委託料

・市街地線運行業務委託料　  　4,367千円

・地域線運行業務委託料　　  　6,424千円

・郊外線実証運行業務委託料  　3,303千円

　地域の特色を出し、高齢者をはじめ交通弱者が

気軽に利用できる東山代「元気バス」事業に対し

て支援を行う。

○東山代元気バス運行事業補助金  8,797千円

安全で快
適な地域
づくり

公共交通支援事業
（松浦鉄道施設整備
事業費補助金）

11,357 11,357

　第三セクターである松浦鉄道株式会社の円滑な

事業運営のため、車両更新や設備更新等の経営強

化に対し支援を行う。

・施設整備事業費補助金　　　　 11,357千円

  (車両更新などの鉄道近代化や老朽施設の整備

   に対する沿線自治体の補助）

・期　間　　平成18～25年度（8か年）

・合計額　　169,565千円

22,891

安全で快
適な地域
づくり

●
井手口川ダム周辺施
設管理事業

1,610 1,610

　平成２３年度に井手口川ダムが完成し、現在、

周辺の公園整備が進められているが、今後、完成

した公園のＢ、Ｄ、Ｅゾーンの管理を市が行う。

・光熱水費　　　　　　　　　　168千円

・手数料　               　　 140千円

・委託料等　　　　　　　　　1,302千円

安全で快
適な地域
づくり

路線バス運行事業 22,891

 資料 P46 
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

活気あふ
れる産業
づくり

伊万里港ポートセー
ルス推進事業
(●伊万里港コンテ
ナ貨物助成事業負担
金）

5,000 5,000

　平成２５年４月には水深１３ｍ岸壁、ガント

リークレーンの供用が開始され、伊万里港の機能

も大幅に向上することから、伊万里港の利用拡大

を図る好機と捉え、伊万里港を利用してコンテナ

を輸出する荷主に対する助成制度を港湾管理者で

ある佐賀県とともに創設し、輸出入バランスの改

善に取り組む。

・事業主体　佐賀県伊万里港振興会

・事業名　　伊万里港コンテナ貨物助成事業

・事業費　　10,000千円／年

・負担割合　県1/2　市1/2

・助成内容　１ｺﾝﾃﾅ当り10千円

※上限：１企業、年間500千円

自立と協
働のまち
づくり

地域の元気推進事業 8,190
（繰）
8,180 10

　地域の課題に対応した、住民自らの手によるま

ちづくり活動を支援するため、市内全１３町（地

区）公民館を拠点に組織された「まちづくり運営

協議会」に対し助成を行う。

○地域の元気づくり交付金

・地域の元気計画策定交付金　　 　510千円

・地域の元気チャレンジ交付金   7,670千円

・各町当たり（上限額）　    550～750千円

地籍調査事業 114,594

（手）
156

（県）
74,250
（諸）

528

39,660

○事業内容

・平成２５年度調査区　　４．７２ｋ㎡

　黒川町黒塩の一部、福田の一部、

　波多津町煤屋の一部、内野の一部

　一筆地調査、地籍図根測量、地籍細部測量等

・平成２４年度調査区　　６．６３ｋ㎡

　黒川町大黒川の一部、小黒川の一部、

　塩屋の一部、福田の一部、波多津町木場の一部

　面積測定、地籍簿作成等

○事業費

・単独事業　　　　　　　 　15,594千円

・補助事業　　　　　　　 　99,000千円

・進捗率（H23年度末）　  　85.65％

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

●
大連市友好交流伊万
里市訪問団派遣事業

916 916

自立と協
働のまち
づくり

　友好交流都市である中国大連市との交流を発展

させるため、市民訪問団派遣事業を毎年恒例の交

流事業として定着させ、伊万里市民の大連市に対

する理解を深め、草の根交流の拡大をめざす。

・報償費   54千円　・旅費　　462千円

・使用料  　2千円　・委託料　398千円
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

自立と協
働のまち
づくり

●
参議院議員選挙

24,021
（県）
23,087 934

○参議院議員選挙

・任期満了日：平成２５年７月２８日

自立と協
働のまち
づくり

戸籍電算化事業
（●戸籍副本データ
管理システム対応連
携業務等委託料）

2,268 2,268

　東日本大震災を教訓とし、国は、戸籍制度の混

乱を回避するため、全国２か所に戸籍副本データ

管理センターを設置し、すでに電算化された市町

村の戸籍副本データを集中管理するシステムの稼

働を平成２５年９月末に開始する。そのため、国

のシステムと本市の戸籍情報システムとの連携及

び適応作業等を実施する。

○戸籍副本データ管理システム関連委託料

・対応連携業務委託料　　 　　　 1,522千円

・対応連携ソフトウエア保守委託料   63千円

・ネットワーク設定変更業務委託料  683千円

自立と協
働のまち
づくり

賦課徴収事業
（家屋の全棟実地調
査業務委託料）

20,000 20,000

　平成２２年度から実施している家屋の全棟実地

調査（家屋評価）事業を最終年度として継続実施

する。

・委 託 料　　20,000千円

・事業期間　　平成22～平成25年度

自立と協
働のまち
づくり

次代を創る研修事業 762

（財）
94

（繰）
668

　分権型社会を担い、時代の変化に柔軟に対応で

きる人材を育成し、市民と行政との協働によるま

ちづくりを推進するため、一般財団法人電源地域

振興センターの人材育成事業、全国市町村国際文

化研修所の研修機関等を活用し、テーマごとの研

修に市民と職員を派遣する。また、広く市民や団

体向けの講演会を開催する。

・派遣先　　東京都、滋賀県（大津市）ほか

・派遣人数　市民9人、職員２人

・事業費　　報償費    　　　　　　80千円

　　　　　　旅費　　　　　 　　　433千円

　　　　　　負担金等　　　　　　 249千円
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

安心で健
やかな暮
らしづく
り

地域生活支援事業 26,878

（国）
13,425
（県）
6,709

6,744

　障害者が能力や適性に応じ自立した日常生活や

社会生活を送るために必要な事業を行う。

○必須事業

・コミュニケーション支援事業

　（H25より要約筆記奉仕員養成事業を追加）

・移動支援事業

・日常生活用具給付等事業

○その他の事業

・日中一時支援事業　・訪問入浴サービス事業

・福祉ホーム事業

・成年後見人制度利用支援事業

・自動車免許取得、自動車改造助成事業

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

安心で健
やかな暮
らしづく
り

障害者生活支援セン
ター管理運営事業

15,747

（国）
3,887

（県）
1,943

（諸）
3,227

6,690

　障害者の自立や社会参加等を促進するため、必

要な福祉サービスの利用の相談、援助などを行う

障害者生活支援センターを運営する。

・負担割合

　人件費　　　市2/3　　有田町1/3

　諸経費　　　市72％　 有田町28％

・委託先

　社会福祉法人　伊万里市社会福祉協議会

安心で健
やかな暮
らしづく
り

身体障害者（児）補
装具交付事業

15,222

（国）
7,611

（県）
3,805

3,806

　身体障害者（児）の日常生活や社会生活をより

容易にするため、補装具の交付（修理）を行う。

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

4,331

（国）
2,159

（県）
1,079

1,093

　身体に障害を有する１８歳未満の児童に対し、

原則として手術（内科的治療は除く）により将来

の生活能力を得させるために必要な医療給付を行

う。

・育成医療給付費　 4,319千円

・事務費　　　　　　  12千円

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

安心で健
やかな暮
らしづく
り

身体障害者更生医療
給付事業

82,332

（国）
41,069
（県）
20,534

20,729

　身体障害者の障害部位の加療により、改善また

は機能維持が図られる場合（人工透析、心臓手術

等）に医療費の給付を行う。

・更生医療給付費　82,137千円

・事務費　　　　　　 195千円

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

民　生　費

安心で健
やかな暮
らしづく
り

●
身体障害児育成医療
給付事業
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

3,203

　障害のある児童とその保護者に、日常生活等に

対応するための訓練や指導を行うこどもハートフ

ルセンターひまわり園を運営する。

・委託先（指定管理者）

　社会福祉法人　伊万里福祉会

安心で健
やかな暮
らしづく
り

障害程度区分認定事
業

2,596

（負）
412

（国）
1,295

889

　障害程度区分の認定に係る審査判定業務を有田

町と共同で行う。

・負担割合　国　　　50.0％

　　　　　　市　　　34.1％

　　　　　　有田町　15.9％

9,887

　児童福祉法により、障害児の児童福祉施設への

通所サービスに対して、給付を行う。

・障害児通所給付費　36,029千円

・事務費　　　　　　　 121千円

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

安心で健
やかな暮
らしづく
り

福祉タクシー利用料
金助成事業

3,044 3,044

　重度障害者等に対し、自立と社会参加を促進す

るためタクシー券を支給する。

・支給金額　　　10,000円/人

・支給対象者

　身体障害 1、2級 　車椅子常用者

　知的障害 A  　精神障害 1、2級

安心で健
やかな暮
らしづく
り

障害者自立支援給付
事業

913,862

（国）
456,361
（県）

228,180

229,321

　障害者やその保護者に対し障害福祉サービス利

用の支援等を行い、障害者の自立や社会参加を促

進する。

○介護給付

・居宅介護　・重度訪問介護　・同行援護

・行動援護　・短期入所

・重度障害者等包括支援　・療養介護

・生活介護　・施設入所支援　・共同生活介護

○訓練等給付

・自立訓練　・就労移行支援　・同行援護

・就労継続支援　・共同生活援助

〇グループホーム等利用者への家賃補助

○計画相談支援給付

・障害者自立支援給付費　912,723千円

・事務費　　　　　　　　　1,139千円

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

安心で健
やかな暮
らしづく
り

心身障害児通園事業
19,020

（諸）
15,817

安心で健
やかな暮
らしづく
り

障害児通所給付事業 36,150

（国）
17,509
（県）
8,754
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

1,864

　突発的で緊急を要する事態に対応するため、在

宅の一人暮らし高齢者等に対し、緊急通報機器を

貸与する。

・貸与見込台数　69台

・利用料金

　　年収120万円未満　　　　 　300円/月

　　年収120万円～180万円未満　900円/月

　　年収180万円以上　　　 　1,850円/月

138,019

  おおむね６５歳以上で、環境上の理由及び経済

的理由により在宅での生活が困難な高齢者を養護

老人ホームに措置する。

・対象者　75人

・施設名　伊万里向陽園、シルバーケア武雄

　　　　　寿光園、海光園、サリバン

4,489

　伊万里特別支援学校に通学している児童・生徒

を対象とした留守家庭児童クラブを運営する。

・利用料　　300円/日（月上限額3,000円）

・開所時間  月～金曜日　　 13時30分～18時

　　　　　　土曜、長期休業　8時00分～18時

安心で健
やかな暮
らしづく
り

シルバー人材セン
ター支援事業

8,500 8,500

　高年齢者の就業促進に取り組むシルバー人材セ

ンターに対し、支援を行う。

・高年齢者就業機会確保事業費補助金

安心で健
やかな暮
らしづく
り

特別支援学校留守家
庭児童健全育成事業

安心で健
やかな暮
らしづく
り

特別障害者手当等支
給事業

24,692
（国）
18,519 6,173

　常時特別の介護を必要とする在宅の障害者及び

障害児に対し、手当を支給する。

・支給額（所得制限有り）

　　特別障害者手当 　月額 26,260円

　　障害児福祉手当 　月額 14,280円

　　経過的福祉手当 　月額 14,280円

・負担割合　国3/4　市1/4

安心で健
やかな暮
らしづく
り

医療費助成事業
145,262

（県）
72,630 72,632

　心身に重度の障害を持つ人やひとり親家庭等に

対して、医療費の一部を助成する。

・重度心身障害者医療費助成事業　118,548千円

・ひとり親家庭等医療費助成事業　 26,714千円

・負担割合　県1/2　市1/2

安心で健
やかな暮
らしづく
り

老人保護措置事業 160,483
(負)

22,464

12,246

（負）
540

（県）
5,852

（諸）
1,365

安心で健
やかな暮
らしづく
り

緊急通報システム事
業

1,864
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

6,518

（使）
705

（国）
4,087

（県）
705

1,021

　子育て相談業務や多様化する保育需要に応じた

一時預かり、休日保育等子育て世代への支援を行

う。

・開所日　日～金曜日（土曜日、1/1～3を除く）

・一時保育、休日保育利用料　200円/時間

安心で健
やかな暮
らしづく
り

留守家庭児童クラブ
管理運営事業

62,637

（使）
21,446
（県）
26,055
（諸）

604

14,532

　就労等により、昼間保護者のいない家庭の小学

校低学年の児童に対し、安全な生活の場や遊びの

場を提供し健全な育成を図る。

・利用料 月額3,500円(2人目以降1,750円)

・開設校区　伊万里小、牧島小、大坪小、

  立花小、大川内小、黒川小、波多津小、

  波多津東小、南波多小、松浦小、二里小、

  東山代小、山代東小、山代西小

4,000
（県）
2,000 2,000

　宅老所を新設する事業者を支援するため、建物

の改修費用等の一部を補助する。

・事業者　　　(有)中野健康開発センター

・新設地区　　大川小学校区

・事業費　　　6,787千円（概算）

・補助金額　　4,000千円

・負担割合　　県1/2　市1/2

（対象事業費の2/3以内、上限4,000千円）

安心で健
やかな暮
らしづく
り

国民健康保険財政健
全化基金

44,000 44,000

　平成３１年４月からの市町村国保の県広域化を

予定し、国保特会清算準備金として、一般会計に

おいて予算の範囲内で一定額を積み立てる。

・積立期間　平成24～30年度

安心で健
やかな暮
らしづく
り

老人クラブ活動事業 2,642
（県）

544 2,098

　伊万里市老人クラブ連合会及び各町単位老人ク
ラブに対し、補助を行う。
・市老人クラブ連合会活動事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　  1,330千円
・単位老人クラブ活動事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　37千円/クラブ

安心で健
やかな暮
らしづく
り

敬老会開催事業 6,353 6,353

　各町において敬老会を開催し、８８歳・９９歳

の長寿者に対し祝金を支給するとともに、最高齢

者（男・女）に記念品を贈呈する。

・敬老会開催委託料　5,170千円

・敬老祝金　　　  　1,136千円

　　　 （88歳・3千円/人、99歳・5千円/人）

・男女最高齢者記念品　 12千円（6千円/人）

・事務費等　　　　　 　35千円

安心で健
やかな暮
らしづく
り

地域共生ステーショ
ン（宅老所）推進事
業

安心で健
やかな暮
らしづく
り

子育て支援センター
管理運営事業
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

1,703 1,703

　小学校就学前児童のインフルエンザ予防接種に

要する費用の一部を助成し、保護者の負担軽減を

図る。

・1,000円/人の定額助成

※2回目の予防接種を受けた場合に限る

安心で健
やかな暮
らしづく
り

延長保育促進事業 5,400
（県）
3,600 1,800

　保護者の就労時間等に対応するため、保育園の

開所時間（１１時間）を３０分延長して保育を行

う保育園に対し補助を行う。

・交付先　　私立保育園　18園

・補助金　　300千円/園

・負担割合　県2/3　市1/3

安心で健
やかな暮
らしづく
り

一時預かり事業 1,000
（国）

500 500

　保育園児でない在宅の乳幼児を、一時的に保育

する私立保育園に支援を行う。

・負担割合　国1/2　市1/2

安心で健
やかな暮
らしづく
り

児童扶養手当支給事
業

317,942
（国）

105,964 211,978

　子と生計を同じくするひとり親家庭等の生活の

安定と自立を支援するため、手当を支給する。

・支給額（所得制限有り）

　児童1人のとき

　   41,430～9,780円/月(平成25年 9月まで)

　   41,140～9,710円/月(平成25年10月から)

　2人のとき　5,000円/月加算

　3人目以降　3,000円/月加算

・負担割合　国1/3　市2/3

94,233

（県）
45,839
（諸）
1,224

47,170

　小学校就学前の子どもが通院・入院した際の医

療費（保険診療分）自己負担分を助成する。

※小・中学生については、入院のみ対象

・子どもの医療費助成金 　　　 86,124千円

・事務費　　　　　　　　　　　 4,739千円

・繰出金　　　　　　　　　　　 3,370千円

・負担割合　県1/2　市1/2

3,352

（分）
746

（国）
1,301

（県）
650

655

　低体重状態や生命維持に支障をきたす症状の未

熟児は、高度で高額な医療を必要とするため、医

療費助成を行い、保護者の経済的負担軽減を図

る。

・養育医療給付費　 3,350千円

・事務費　　　　　　   2千円

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

安心で健
やかな暮
らしづく
り

●
未熟児養育医療給付
事業

安心で健
やかな暮
らしづく
り

幼児インフルエンザ
予防接種費助成事業

安心で健
やかな暮
らしづく
り

子どもの医療費助成
事業
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

255,776

　生活困窮者に対して、必要な保護を行うことに

より最低限度の生活を保障し、自立を助長する。

・事業内容　　生活扶助、医療扶助等

・負担割合　　国3/4　市1/4

※居住地不明者の場合は、県が市に代わって

　1/4を負担

安心で健
やかな暮
らしづく
り

生活保護事業 1,131,884

（国）
848,910
（県）
27,198

1,086,617

（国）
756,870
（県）

163,504

166,243

　次世代を担う子ども一人ひとりの育ちを社会全

体で応援する観点から、中学校修了までの児童を

対象に児童手当を支給する。

・受給者

　中学校修了前の児童を養育している保護者

・支給額

　3歳未満　 　 　15,000円/月

　3歳以上小学校修了前

　　 第1子、2子　10,000円/月

　　 第3子　　　 15,000円/月

　中学生　　  　 10,000円/月

※所得制限者      5,000円/月

・扶助費　　　 1,083,880千円

・事務費　　　  　 2,737千円

安心で健
やかな暮
らしづく
り

保育園運営事業 1,465,802

（負）
331,164
（使）

199
（国）

484,334
（県）

242,037
（諸）
8,745

399,323

　市内の公立６保育園、私立１８保育園及び市外

保育園の運営に要する経費。

・公立保育園　　 　139,193千円

・私立保育園　　 1,281,291千円

・市外保育園　　  　45,318千円

安心で健
やかな暮
らしづく
り

児童手当支給事業

2,149

　子ども・子育て関連三法の成立により義務付け

られた「子ども・子育て支援事業計画」の策定に

向け、本年度は子ども・子育てに係るニーズ調査

分析を行う。

・委託料（調査分析）　　1,491千円

・その他（通信運搬費等）　658千円

安心で健
やかな暮
らしづく
り

病後児保育事業 4,500
（県）
1,600 2,900

　保護者が就労等により病気回復期の子どもを自

宅で保育できない場合に、子どもを一時的に預か

り、保育を行う。

・委託先　医療法人 幸善会 前田病院

・定員　　2名

安心で健
やかな暮
らしづく
り

●
子ども・子育て支援
事業計画策定事業

2,149
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

1,260
（繰）

31 1,229

　３歳児健康診査を実施し、心身の成長発達の支

援及びむし歯予防対策に努めるとともに、発達障

害等の疑いがある幼児、保護者に対して、不安の

軽減や早期発見につながる適切な支援を行うた

め、幼児発達支援相談を開催する。

・幼児発達支援相談開催数　年6回

安心で健
やかな暮
らしづく
り

休日・夜間急患医療
センター運営事業

15,251 15,251

　休日・夜間急患医療センターを開設し、日曜日

や祝日、夜間小児等の初期救急医療体制の確保を

図る。

・委託先（指定管理者）

　一般社団法人　伊万里・有田地区医師会

　佐賀県安心こども基金特別対策事業費補助金を

活用し、子育てに悩んでいる保護者を対象に子育

て支援教室を開催することで、児童虐待防止を図

る。

・職員研修旅費　　　　206千円

・研修負担金　　　　　389千円

・備品購入費　　　　　331千円

・その他（消耗品等）　119千円

安心で健
やかな暮
らしづく
り

むし歯予防等対策事
業

358

（繰）
38

（諸）
137

183

　むし歯を予防するために、フッ化物洗口事業と

幼児の歯科検診・歯科相談を行う。

　また、１歳６か月児健診から３歳児までの間に

１人あたり計６回のフッ化物塗布を行うことでむ

し歯を持つ児童の減少を図る。

・フッ化物塗布　1回1人当たり100円

　（6回のうち3回を市で負担）

（県）
3,139

（繰）
1

50,491

　乳幼児が心身ともに健やかに育つことをめざ

し、健診を行うとともに、妊婦の健康管理の充実

及び経済的負担の軽減を図り、安心して妊娠、出

産ができる体制を確保するため、妊婦健診を公費

負担により実施する。

・妊婦健診(14回)　　　49,714千円(延6,843人)

・乳児健診(集団・個別) 2,839千円(延1,022人)

・審査支払事務手数料等 1,078千円

安心で健
やかな暮
らしづく
り

母子保健ネットワー
ク事業

1,045
（県）
1,006 39

衛　生　費

53,631

安心で健
やかな暮
らしづく
り

妊婦乳児健康診査事
業

安心で健
やかな暮
らしづく
り

３歳児健康診査事業
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

292
（国）

146 146

　生後４か月までの乳児がいる家庭を対象に訪問

活動を行い、育児に関する不安や悩みへの対応、

子育てに関する情報の提供を行うことで、児童虐

待の早期発見と保護者の育児支援に努める。

・訪問対象者　580人

安心で健
やかな暮
らしづく
り

不妊治療エンゼルサ
ポート事業

1,500 1,500

　不妊治療における人工授精・高度生殖医療は健

康保険適用外であり、治療費が高額となることか

ら、その一部を助成し、不妊で悩む家庭の経済的

負担の軽減を図る。

・補助金　　50千円×30人

・補助期間　5年間/世帯

・補助内容等

　人工授精を含む不妊治療に要する経費

674 674

　休日・夜間急患医療センターでの初期救急医療

体制を補完し、連休日における耳鼻科、眼科の救

急患者への適切な医療の提供を行うため、事業を

伊万里・有田地区医師会に委託する。

・実施機関　　　耳鼻科 3医院、眼科 3医院

・委託料　　　　47,700円×12日＝573千円

・賠償責任保険料　　　　　　　　101千円

安心で健
やかな暮
らしづく
り

病院群輪番制病院運
営事業

130,604

（国）
42,000
（県）
84,000
（諸）
1,669

2,935

　初期救急医療（休日・夜間急患医療センター、

在宅当番医制）の後方支援として、休日において

入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保

するため、輪番制により開院する伊万里・有田地

区内の１０病院に対し、運営に要する経費の補助

を行う。

　また、国・県の補助金を活用し、輪番制を担当

する病院の医療設備整備に対し補助を行う。

・運営費補助金　65,760円×70日＝4,604千円

・医療設備整備費補助金（新規）126,000千円

　負担割合　国1/3　県2/3

安心で健
やかな暮
らしづく
り

４か月児訪問事業

安心で健
やかな暮
らしづく
り

在宅当番医制運営事
業
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

26,720

（国）
8,906

（県）
8,906

8,908

　浄化槽を設置する世帯に対し補助を行い、生活

排水による公共用水域の水質汚濁の防止を図る。

・補助金

　 5人槽　 9基×332千円＝ 2,988千円

　 7人槽　56基×414千円＝23,184千円

　10人槽　 1基×548千円＝   548千円

・負担割合　国1/3　県1/3　市1/3

161,589 161,589

　感染症の発生を未然に防止するため、小児や女

子生徒への各種予防接種並びに高齢者のインフル

エンザ予防接種を実施する。

○一類疾病

　ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ、

　日本脳炎、ＢＣＧ

○二類疾病

　インフルエンザ（65歳以上）

○子宮頸がん

　対象：中学2・3年生（延777人）

○ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）

  対象：2カ月～5歳未満（延2,320人）

○小児用肺炎球菌

　対象：2カ月～5歳未満（延2,320人）

※平成25年度より子宮頸がん等ワクチン接種事業

　費補助金が廃止され、交付税措置の予定

※子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌は定期接種

　に変更予定

安全で快
適な地域
づくり

伊万里・有田地区衛
生組合事業

282,941 282,941

　伊万里市、有田町で構成する伊万里・有田地区

衛生組合が行うし尿等処理・火葬場事業に対し、

その運営経費を負担する。

・負担金額

　伊万里市　282,941千円(64.4%)

　有田町　　156,386千円(35.6%)

安心で健
やかな暮
らしづく
り

伊万里・有田地区医
療福祉組合事業

283,236 283,236

　伊万里・有田地区医療福祉組合が行う伊万里有

田共立病院事業に対し、その運営経費を負担す

る。また、旧伊万里市民病院の建物解体に要する

経費を負担する。

・組合運営費負担金　　　　　　　 354,247千円

　　　　伊万里市　　　　　　　　 139,235千円

　　　　有田町　　　　　　　　　 215,012千円

・佐賀県市町総合事務組合

　　退職手当事務加入負担金　　　　49,740千円

・組合議会負担金　　　　　       　　261千円

・旧市民病院建物解体負担金（新規）94,000千円

安心で健
やかな暮
らしづく
り

予防接種事業

安全で快
適な地域
づくり

浄化槽設置整備事業
（浄化槽設置整備事
業補助金）
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

安全で快
適な地域
づくり

ごみ集積所整備費補
助事業

143,959

（手）
105,575
（諸）

300

安心で健
やかな暮
らしづく
り

健康増進事業

360

　ごみ集積所を適正かつ衛生的に管理するため、

ごみ集積箱などの設置費に対し補助を行う。

・ごみ集積所整備

　18基×20千円（一基あたりの補助上限額）

安全で快
適な地域
づくり

環境保全創造住民活
動支援事業

1,100
（繰）

100 1,000

　資源循環型社会形成に向け地域環境づくりに取

り組んでいる「伊万里環の里計画事業」に対し補

助を行う。

・交付先　クリーン伊万里市民協議会

安全で快
適な地域
づくり

資源ごみ回収奨励事
業

2,973 2,973

　リサイクル推進及びごみ減量化対策の一環とし

て､資源ごみの回収団体に対し補助を行う。

・補助対象品及び補助単価

　紙類、スチール2円/kg、アルミ10円/kg

360

25,373

　市民の健康保持を目的に、各種健（検）診や健

康相談等を実施する。

・健康手帳交付事業  　44千円

・健康教育事業     　514千円

・健康相談事業     　527千円

・健康診査事業　　36,785千円

・訪問指導事業　  　  12千円

37,882

（国）
4,662

（県）
1,457

（繰）
703

（諸）
5,687

38,084

　ごみを分別収集するための指定ごみ袋等の作製

を行うとともに、一般廃棄物の収集運搬を業者へ

委託し実施する。

・市指定ごみ袋作製費　　　　　　　14,473千円

・一般廃棄物収集運搬業務委託料 　120,081千円

・塵芥処理手数料徴収業務委託料 　　9,300千円

・ごみ集積所プレート作成費  　　　   105千円

297,916
（諸）
13,117

安全で快
適な地域
づくり

塵芥処理管理事業

安全で快
適な地域
づくり

環境センター管理運
営事業

284,799

　市内から排出されたごみ（一般廃棄物）を衛生

的かつ適正に処理するため、老朽化した焼却施設

を安全に稼動できるように管理運営を行うととも

に、ごみのリサイクル処理を行う。

・運転、設備点検業務　　　　　　 159,386千円

・維持補修、施設用消耗品費　　　　89,635千円

・労働者派遣手数料　　　　　　　　16,842千円

・燃料、光熱水費　　　　　　　　　23,416千円

・リサイクル処理費　　　　　　　　 1,413千円

・作業機器リース料等　　　　　　　 7,224千円
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特定財源 一般財源
事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

労　働　費

（諸）
70,00070,000

（県）
142,024

活気あふ
れる産業
づくり

九州労働金庫預託事
業

　市内勤労者の福祉向上を図るため、福利共済並

びに福利厚生資金の原資を九州労働金庫に預託す

る。

（県）
86,691

　雇用情勢の悪化を受け、国からの交付金を財源

として県で創設された緊急雇用創出基金事業を活

用し、地域の雇用機会の創出を図る。

○重点分野雇用創出事業

①短期の雇用・就業機会を創出する事業であって

　重点分野に係るもの

②地域の企業等で就業するために必要な知識・技

　術を職場研修や職場外研修等により習得させる

　研修事業

・18事業　新規雇用　延人数33人

○震災等緊急雇用対応事業

　平成23年3月11日以降に離職した失業者に対す

　る雇用機会を創出する事業であり、短期の雇

　用機会を提供した上で人材育成を行う事業

・ 2事業　新規雇用　延人数14人

　中山間地域における耕作放棄地の発生を防止

し、水源かん養や洪水防止等の多面的機能を確保

するため、生産条件の不利を補正し継続的な農業

生産活動の維持を図る。

・対象農地　　田　1,016ha　　畑　8ha

・協定集落数　73集落

・負担割合　　県3/4（国1/2、県1/4）　市1/4

活気あふ
れる産業
づくり

46,769
中山間地域等直接支
払交付金事業 188,793

活気あふ
れる産業
づくり

緊急雇用創出基金事
業

86,691

農林水産業費

90,412

　佐賀県西部４市５町で構成されている佐賀県西

部広域環境組合に対し経費を負担し、新施設の建

設推進を図る。平成２５年度は、ごみ処理施設建

設工事や敷地造成工事、市道宿分中通線道路改良

工事等を行う。

・負担金合計　403,252千円

　伊万里市     90,412千円（22.42％）

・構成市町　伊万里市、武雄市、鹿島市、

　　　　　　嬉野市、有田町、大町町、

　　　　　　江北町、白石町、太良町

安全で快
適な地域
づくり

ごみ処理広域化推進
事業

90,412

 資料 P47～48 
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

1,583

　戸別所得補償制度の円滑な推進を図るため、生

産組合の推進活動に対して支援を行う。

・平等割　　3,200円/組合×　146組合

・戸数割　　124円/戸　　×　3,829戸

・面積割　　23.85円/10a ×　268,736.63a

・支出先　　146生産組合

活気あふ
れる産業
づくり

有害鳥獣対策事業 10,738 10,738

　農作物に深刻な被害をもたらす有害鳥獣対策と

して、駆除や捕獲に要する経費を助成するととも

に、駆除従事者の確保を図るため、わな及び銃に

係る狩猟免許取得に要する経費を助成する。

○伊万里西松浦地区有害鳥獣広域駆除対策協議

　会負担金　　　                    10千円

○西九州地域鳥獣被害防止対策協議会負担金等

　　　                              48千円

○有害鳥獣対策事業費補助金      10,200千円

・駆除対策費及び捕獲報償金

・捕獲わな導入費

 ・冬季イノシシ捕獲経費（新規）

○伊万里版イノシシ対策「狩猟免許取得促進」

　特別事業費補助金                300千円

　　上限50千円×6人

○有害鳥獣駆除体制整備「銃猟狩猟免許取得促

  進」事業費補助金                180千円

　　上限60千円×3人

活気あふ
れる産業
づくり

米・麦・大豆競争力
強化対策事業 7,855

（県）
6,100 1,755

　水田農業の担い手の経営安定と産地競争力の強

化を図るため、省力・低コスト化の条件整備や売

れる米・麦・大豆づくりの推進に必要な機械・施

設の整備や活動に対して支援を行う。

・事業主体　　立川機械利用組合ほか7団体

・事業内容　　田植機、コンバイン等

・対象事業費　18,050千円

・補助金　　　 7,855千円

・補助率　　　県1/3（一部1/2）　市1/10

活気あふ
れる産業
づくり

国営伊万里土地改良
事業担い手農家負担
金助成事業

1,115
（県）

557

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費

活気あふ
れる産業
づくり

戸別所得補償制度推
進事業
（戸別所得補償制度
推進事業費補助金
（単独））

国営伊万里土地改良
事業

97,886

558

活気あふ
れる産業
づくり

97,886

説 明事 業 名

　国営伊万里土地改良事業にかかる農家負担を軽

減し、国営事業参加農家の経営安定を図る。

・償還期間　　平成11年度～平成25年度

・負担金総額　1,304,770千円

　国営伊万里土地改良事業負担金の償還の一部を

助成し、担い手農家の負担軽減を図る。

・対象認定農業者　6工区 23人

・負担割合　　　　県1/2　市1/2

1,583
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

活気あふ
れる産業
づくり

強い園芸農業確立対
策事業 25,994

（県）
20,721 5,273

　強い園芸農業を確立するため、省資源・環境保

全型の園芸生産や新たな園芸生産の取組み拡大に

向けた機械・施設等の整備に対して支援を行う。

・事業主体　　H25伊万里梨棚利用組合ほか

　　　　　　　5団体

・事業内容　　果樹棚、軽量鉄骨ハウス等

・対象事業費　52,689千円

・補助金　　　25,994千円

・補助率　　　県1/3（一部1/2、4/10） 市1/10

　経営が不安定な就農直後の所得の確保と就農時

における初期負担の軽減を行い、青年層の就農意

欲の喚起及び就農後の定着を図る。

・対象者　　13人、3組（夫婦）

　　　　　 （45歳未満の独立・自営就農者）

・青年就農給付金（経営開始型）

  年間150万円/人（夫婦の場合は1.5人分）

・負担割合　県10/10（全額国庫）

活気あふ
れる産業
づくり

●
経営体育成支援事業 5,072

（県）
5,072

　地域農業の持続的発展を図るため、地域の中心

となる経営体の経営規模の拡大に必要な農業機

械・設備の導入に対して支援を行う。

・対象者　　　　3人

・対象事業費　　17,605千円

・補助金　　　　 5,072千円

・補助率　　　　事業費の最大3/10

・負担割合　　　県10/10（全額国庫）

環境保全型農業直接
支援対策事業 2,734

（県）
1,414 1,320

　化学肥料や化学合成農薬の低減や有機農業など

の取り組みを行いながら、地球温暖化防止や生物

多様性保全に効果の高い営農活動等を行う農業者

に対して支援を行う。

・交付先　　個人11人・団体2団体

・申請面積　6,600a

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

　　　　　　※国は直接補助

・補助単価　8,000円/10ａ（作物一律）

活気あふ
れる産業
づくり

新規就農者確保事業
26,350

（県）
26,350

活気あふ
れる産業
づくり
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

（分）
3,450

（起）
600

13,580

　中山間地域の特性を活かした農業の展開と豊か

で活力のある農村づくりを推進するため、農業生

産基盤や生活環境基盤等整備を総合的に実施す

る。

○東部地区活性化構想作成業務委託料

　　　　　　　　　　　　　　 　　6,500千円

○県営事業負担金

・実施箇所　伊万里西部地区

・総事業費　 　57,400千円

・負担金　　   11,130千円

・負担額　　国 31,570千円　県   14,700千円

　　　　　　市  7,680千円　地元  3,450千円

活気あふ
れる産業
づくり

農地・水保全管理支
払交付金（向上活動
支援）事業

8,830
（県）

468 8,362

　農地・水保全管理支払交付金（共同活動支援）

事業に取り組んでいる７０地区のうち、施設の長

寿命化のための補修等に取り組む地区に対し、追

加して向上活動の支援を行う。

・実施組織　　31地区

・対象農地　　田 688.28ha　畑等 158.08ha

・交付単価（10a当り）

　　　　　　　田 4,400円　畑等 2,000円

・事務費　　　468千円（県10/10）

・負担割合　　国1/2　県1/4　市1/4

              ※国、県は直接補助

活気あふ
れる産業
づくり

農地・水保全管理支
払交付金（共同活動
支援）事業

13,580
（県）

321 13,259

　農地、農業用水等の資源及び農村環境が将来に

わたり良好な状態で保全管理され、その質的な向

上が図られるよう地域ぐるみの共同活動の支援を

行う。

・実施組織　　70地区

・対象農地　　田 1,419.58ha　畑等 294.71ha

・交付単価（10a当り）

　　　　　　　田 3,300円　畑等 2,100円

・事務費　　　321千円（県10/10）

・負担割合　　国1/2　県1/4　市1/4

　　　　　　　※国、県は直接補助

活気あふ
れる産業
づくり

●
強い農業づくり交付
金事業（園芸対策）

81,139
（県）
81,139

　生産から流通までの総合的な強い農業づくりを

推進するため、高品質・高付加価値化、低コスト

化等の取組みに必要な施設の整備に対して支援を

行う。

・事業主体　　リッチフィールド伊万里（仮称）

・事業内容　　パプリカ養液栽培施設

・対象事業費　162,278千円

・補助金　　　 81,139千円

・補助率　　　県1/2（全額国庫）

活気あふ
れる産業
づくり

中山間地域総合整備
事業

17,630

- 27 -



特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

千円 千円 千円

83,257

　投下固定資産額の一定要件を満たす企業に対

し、不均一課税（半島振興法）及び通常課税を行

い、課税分については翌年度に納税額を奨励金と

して交付し、工場等の新設、増設の推進を図る。

・工場等設置奨励金　83,257千円（10企業）

活気あふ
れる産業
づくり

商業団体等活動支援
事業
（伊万里まちなか活
性化運営協議会補助
金）

8,391
（県）

400 7,991

　伊萬里まちなか一番館（旧伊万里信用金庫本店

跡）を拠点に、民間のまちづくり団体が中心と

なって取り組む中心市街地活性化に向けた各種の

事業に対して補助金を交付する。

・交付先

　伊万里まちなか活性化運営協議会

・事業内容

　施設の維持管理、商店街再活性化推進事業など

活気あふ
れる産業
づくり

●
合併漁協水産振興事
業

800 800

　「佐賀玄海漁業協同組合」が行う施設整備等に

対して補助を行い、経営の安定及び地域水産業の

振興を図る。

・全体事業費　3,200千円

　旧給油タンク解体工事、油倉庫改築工事

・負担割合　県1/2　市1/4　漁協1/4

活気あふ
れる産業
づくり

林道整備事業
3,600

（起）
700 2,900

　県代行事業として整備を進めている林道の境界

杭設置等を行うとともに、林道整備に必要な用地

を購入する。

○鳥帽子岳線（H22～H29）

・事業量　用地購入　A＝10,000㎡

活気あふ
れる産業
づくり

●
森林整備加速化・林
業再生事業

276,418
（県）

276,903 △485

　間伐材等の地域木材を有効利用するための設備

投資に要する経費に対し支援を行い、林業・木材

産業等の地域産業の再生を図る。

・事業主体　　中国木材㈱

　　　　　　　㈱伊万里木材市場

・事業内容　　原木集荷機械等の導入

・対象事業費　579,180千円

・補助金　　　275,800千円

・事務費　　　　　618千円

・補助率　　　対象事業費の1/2以内

商　工　費

活気あふ
れる産業
づくり

工場等設置奨励事業 83,257
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

活気あふ
れる産業
づくり

イマリンビーチ管理
運営事業

7,170

（使）
59

（諸）
1,612

5,499

　イマリンビーチの年間を通した維持管理を行

う。

・委託料　　　　　　　　2,912千円

・手数料（し尿汲取等）　3,029千円

・借上料（管理棟等）　　　578千円

　　　　（ＡＥＤ）　　　　 52千円

・その他　　　　　　　　　599千円

活気あふ
れる産業
づくり

いまり秋祭り事業 1,516 1,516

　市民総参加の秋祭りとして定着している「いま

り秋祭り」の開催に対して支援を行う。

・実施主体　いまり秋祭振興会

活気あふ
れる産業
づくり

どっちゃん祭り事業 1,450 1,450

　焼物積出し港であった伊万里津のかつての賑わ

いを女みこし等で再現し、伊万里の夏祭りとして

定着している「どっちゃん祭り」の開催に対して

支援を行う。

・実施主体　伊万里の夏・どっちゃん祭り

　　　　　　実行委員会

活気あふ
れる産業
づくり

国際アマチュア陶芸
展事業

550
（財）

1 549

　伊万里焼の産地としての魅力を広くＰＲするた

め、アマチュア陶芸家の作品を国内外から募集

し、陶芸展を開催する。

・3月30日～4月7日まで伊万里・有田焼伝統産業

　会館で開催

活気あふ
れる産業
づくり

伊万里市観光協会事
業

3,325 3,325

　伊万里市の観光情報の発信や案内等を行う伊万

里市観光協会に対して支援を行う。

・観光協会補助金　　　 　3,325千円

活気あふ
れる産業
づくり

企業等経営安定化支
援事業
（中小企業振興資金
預託金）

230,000
（諸）

230,000

　市内中小企業の資金調達の円滑化を図るための

原資として金融機関へ預託する。

・貸付限度額　運転資金　10,000千円

　　　　　　　設備資金　10,000千円

　　　　　（合算限度額　10,000千円）

・預託金額　　　　     230,000千円

・預託先

　市内金融機関及び㈱商工組合中央金庫
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

活気あふ
れる産業
づくり

グリーン・ツーリズ
ム推進事業

4,028 4,028

　農林漁業の体験、ムラ泊及び畑の中のレストラ

ンのほか、「軽トラ市」を開催する伊万里グリー

ン・ツーリズム推進協議会に対して補助を行うな

ど、農村と都市との交流を促進する。

・都市農村交流支援員報酬　   　　2,262千円

・ｸﾞﾘｰﾝ・ﾂｰﾘｽﾞﾑ推進事業費補助金　1,766千円

活気あふ
れる産業
づくり

●
伊万里ブランド販売
促進事業

4,750

（繰）
1,000

（諸）
3,750

　伊万里の特産品の認知度を向上させるととも

に、販売促進を図る。

○伊万里ファンクラブ事業

　インターネットなどの活用により伊万里ファン

クラブ会員を広く募集し、年会費に応じて四季を

通じた伊万里産特産品の配送や情報提供を行う。

・特産品配送業務委託料等　　　3,750千円

○阪急百貨店での風鈴展示によるＰＲ事業

・消耗品（風鈴購入費）　　　　　500千円

・旅費等　　　　　　　　　　　　202千円

○新たな伊万里ブランドの商品開発事業

・旅費等　　　　　　　　　　　　298千円

活気あふ
れる産業
づくり

伊万里ブランドフェ
ア開催事業

1,270 1,270

　伊万里ブランドの認知度を向上させる事業を展

開し、さらなる販売促進と観光客の誘致を図る。

○伊万里ブランドフェア

　伊万里産食材を中心とした料理を伊万里焼の器

で提供するほか、特産品や産地直送の採れたて野

菜の販売等を行う。

・期　間　7月中旬～8月、10月、12月、3月

　　　　　（3月は唐津市と合同開催）

・場　所　｢レストラン・ヴァンテアン｣

　　　 　(ザ・レジデンシャルスイート・福岡)

・負担金（フェア開催負担金）　  819千円

・報償費（景品）　　　　　  　  112千円

・消耗品費等　　　　　　　　  　294千円

○伊万里牛フェア

・期　間　11月～12月中旬

・場　所　｢鉄板焼き さざんか｣

　　　　 (ホテルオークラ福岡)

・報償費（景品）等　 　　   　 　45千円
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

千円 千円 千円

活気あふ
れる産業
づくり

●
若手企業人地域交流
プログラム事業

5,652 5,652

　総務省の「若手企業人地域交流プログラム」を

活用し若手企業人の派遣を受け、行政にはない大

手企業の知識や経験、ノウハウを活かし、都市ブ

ランドの再構築や戦略性を持った情報発信に取り

組む。

・派遣対象者　　旅行、観光関係企業の社員

　　　　　　　　（入社3～5年目）

・派遣期間　　　2年間（予定）

・派遣負担金等　5,652千円

安全で快
適な地域
づくり

道路維持事業 57,600 57,600

安全で快
適な地域
づくり

市道整備事業 12,300
（起）
9,100 3,200

　市道改良事業

○東田代・相知線　L=630m　W=4.0m

・本工事(L=130m)

○笠椎８号線　L=100m　W=4.0m

・本工事(L=40m）

○早里・椿原・七ツ島線　L=100m　W=7.0m

・本工事(L=90m）

○東田代９号線　L=300m　W=3.0m

・本工事(L=90m）

（国）
25,570
（起）
20,800

781

　社会資本整備総合交付金を活用して、市道３路

線の改良を行う。

○市道重橋・中山線　L=360m　W=7.0m

・本工事（L=200m）

○市道天神・浦川内線　L=277m　W=7.0m

・本工事（L=210m）

○市道提川・川西線　L=600m　W=10.25m

　測量試験費

　市内全域の市道の維持補修工事等を行う。

・工事請負費　　 50,000千円

・原材料費　　　  7,600千円

（起）
30,000 △ 216

安全で快
適な地域
づくり

道路整備総合交付金
事業

47,151

　辺地対策事業債を活用し、市道竹の古場・世知

原線の改良工事を行う。

・事業期間　H21～H27

・全体事業延長　L=750m　W=5.0m

・本年度の事業内容

　本工事（L=240m）、測量試験費、用地購入等

安全で快
適な地域
づくり

辺地対策事業 29,784

土　木　費

 資料 P49～52 

 資料 P53～55 

 資料 P56 
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

安全で快
適な地域
づくり

交通安全施設整備事
業

9,126

（国）
4,950

（起）
4,000

176

　社会資本整備総合交付金を活用して、歩行者の

安全確保のため、既存歩道の段差解消や拡幅等を

行う。

○市道八谷搦海岸通り線　L=1,530m　W=2.5m

・本工事（L=70m）

○市道畑津・辻・弁賀線　L=180m　W=5.8m

・本工事（L=70m）

安全で快
適な地域
づくり

橋りょう長寿命化修
繕計画策定事業

8,000
（国）
4,400 3,600

　橋りょう（道路橋）の老朽化について、点検診

断により状態を把握し、今後の予防的な補修等を

計画的に行う必要があることから、長寿命化修繕

計画を策定する。

・委託料　　　　 　 8,000千円

安全で快
適な地域
づくり

河川管理事業 12,528

（国）
2,836

（県）
2,502

7,190

　準用河川及び普通河川の正常な機能管理並びに

河川の排水機場、樋門等の管理を行う。

・委託料　　　　 　 6,137千円

・工事請負費　　 　 1,600千円

・光熱水費　　　  　2,100千円

・その他　　　　　　2,691千円

安全で快
適な地域
づくり

総合流域防災事業 48,874

（国）
16,000
（起）
31,600

1,274

　準用河川煤屋川について、狭小で蛇行している

ため台風や豪雨時は頻繁に氾濫し、農地や家屋に

浸水被害を及ぼしていることから、改修工事を行

う。

・事業期間　H17～H27

・全体計画延長（護岸工）　L=840m

・橋りょう　　　5基

・堰　　　　　　1基

・本年度の事業内容

　護岸工事（L=100m）、橋りょう工事、橋りょう

　設計、移転補償

・補助率　国1/3

安全で快
適な地域
づくり

煤屋川改修事業関連
市道煤屋３号線拡幅
事業

4,500 4,500

　総合流域防災事業により改修を行っている煤屋

川の管理道路と兼用となる市道煤屋３号線につい

て、拡幅工事を行う。

・事業期間　H19～H27

・全体事業延長　L=840m

・本年度の事業内容

　護岸工事（L=100m）、舗装工事（L=200m）

 資料 P57～58 

 資料 P59 
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

安全で快
適な地域
づくり

浸水対策事業 276,375

（国）
136,500
（起）

133,600

6,275

　伊万里湾の干満の影響を受け、満潮時と豪雨が

重なる際に道路等が冠水する松島搦地区につい

て、雨水渠及び排水機場等の整備を行う。

・事業期間　H21～H35

・雨水渠　L=930m、導入渠　L=180m

・排水機場　　1箇所

・調整池　　　1箇所

・本年度の事業内容

　排水機場建設工事（３か年継続費）

　導水路工事、用地購入

・補助率　国1/2

安全で快
適な地域
づくり

都市計画道路整備事
業（陣内白野線）

62,462

（国）
33,880
（起）
27,700

882

　都市計画道路陣内白野線について、国道２０２

号への接続に向けて整備を行う。

・事業期間　H23～H25

・計画整備延長　L=126m、W=12m（2車線）

・本年度の事業内容

　本工事、移転補償

安全で快
適な地域
づくり

地域自立・活性化交
付金事業（県営事業
負担金）

36,000
（起）
32,300 3,700

○都市計画道路八谷搦駅前線

・H25事業費　90,000千円

・H25負担金　13,500千円

・負担割合 　15/100

・全体計画　 期　間：H20～H26

　　　　　　 事業費：1,509,100千円

○都市計画道路大坪木須線

・H25事業費　150,000千円

・H25負担金　22,500千円

・負担割合 　15/100

・全体計画　 期　間：H24～H29

　　　　　　 事業費：1,172,000千円

安全で快
適な地域
づくり

都市公園管理事業 37,736

（使）
181

（諸）
72

37,483

　都市公園３８施設の清掃、樹木等の剪定・防

除、遊具の点検などの維持管理を行う。

・委託料　　　　 　16,513千円

・光熱水費　　 　 　2,207千円

・その他           19,016千円

 資料 P60 

 資料 P61 
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

千円 千円 千円

消　防　費

安全で快
適な地域
づくり

消防本部・署総務事
業
(消防本部庁舎増改
築工事)

12,235

（負）
4,282

（起）
3,300

4,653

　消防救急無線デジタル化及び消防緊急通信指令

システムの整備に伴い、各種サーバー等の精密機

器設置スペースが必要となることから、通信指令

室に隣接する機械室の増改築を行う。

・手数料　　　　          141千円

・委託料　　　　          352千円

・工事請負費　　　　　 11,742千円

・負担割合　　伊万里65％、有田35％

（県）
38,940

　住宅投資による地域経済の活性化及び住宅の耐

久性・耐震性の向上などを目的に創設された「佐

賀県住宅リフォーム緊急助成事業」を活用し、住

宅のリフォーム工事を行う者に対し助成を行う。

・事業期間　　H23～H25

・助成対象　　自ら居住し、所有する住宅

・助成限度額　400千円/1件

（基本助成200千円＋加算助成200千円）

　基本助成　　500千円以上の工事の15％以内

　加算助成　　耐震改修工事、エコハウス、ＵＤ

　　　　　　　化、県産材活用など該当する項目

            　に対して加算

・本年度の事業内容

　助成金　　　36,800千円（184件×200千円）

　事務費　 　  2,140千円

安全で快
適な地域
づくり

　平成２５年１月施行された「空き家等の適正管

理に関する条例」を受け、危険な空き家等に対し

て適正な措置を行う。

・危険な空き家除却工事費　　　　　2,000千円

・危険な空き家除却事業費補助金　　　500千円

（補助対象経費の1/2、限度額500千円）

・委員報酬　　　　　　　　　　　　　 53千円

（国）
25,660
（起）
27,200
（諸）

105

208

安全で快
適な地域
づくり

●
空き家等対策事業 2,553

（国）
1,125 1,428

38,940
住宅リフォーム緊急
助成事業

　老朽化が著しい市営住宅について、社会資本整

備総合交付金を活用し、改修工事を行う。

・本年度の事業内容

　内部改修工事（立岩、楠久第2、大久保）、

　実施設計委託、設計監理委託、一時移転補償

安全で快
適な地域
づくり

地域住宅総合整備交
付金事業

53,173

 資料 P62 
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

2,846

　救急業務体制の充実強化を図るため、高度な救
急処置を行うことができる救急救命士１人を養成
する。
・救急救命士数　16人（平成24年度末現在）

（負）
72,143
（起）

120,500

13,480

　消防救急無線デジタル化に伴い、消防緊急通信
指令システムを伊万里・有田の１市１町で共同整
備を行う。
・備品購入費（消防緊急通信指令システム）
　　　　　　　　　         　　206,123千円
・負担割合　　伊万里65％、有田35％

（負）
126,325
（起）

210,900

23,708

　電波法関係審査基準の改正により、平成２８年

５月までに現在のアナログ方式の消防救急無線を

デジタル方式へ完全移行するため、伊万里・有田

の１市１町で共同整備を行う。

・手数料　　　　          　　　　　397千円

・委託料　　　　        　　　　　2,250千円

・工事請負費　　　　　　　　　　 75,000千円

・備品購入費

　（消防救急デジタル無線装置）　283,265千円

・その他　　　　　　　　　           21千円

・負担割合　　伊万里65％、有田35％

※負担割合はその他経費を除く

安全で快
適な地域
づくり

安全で快
適な地域
づくり

救急救命士養成事業 2,846

安全で快
適な地域
づくり

消防緊急通信指令シ
ステム整備事業

206,123

安全で快
適な地域
づくり

消防救急無線デジタ
ル化整備事業

360,933

非常備消防車両等整
備事業

2,898
(諸)

2,772 126

　各地区消防団に配備されている小型動力ポンプ

等について、老朽化に伴い更新を行う。

・更新対象分団　大川分団第7部、松浦分団第5部

安全で快
適な地域
づくり

●
消防広域化推進事業 74,696

（負）
26,186 48,510

　伊万里・有田消防広域化準備室（仮称）におい
て、平成２６年４月からの伊万里・有田消防組合
の事務処理開始に向けた各種システムの整備等を
行う。
○事務費　　　      　　    280千円
　(消耗品、通信運搬費等)
・負担割合　　　伊万里50％、有田50％
○広域化初期投資経費     74,416千円
　(庁内ネットワーク等構築委託料等)
・負担割合　　　伊万里65％、有田35％

安全で快
適な地域
づくり

災害対策事業
（わがまち・わが家
の防災マップ作成費
補助金）

900 900

　地域における防災対策として、地域の実情を調
査し、住民に周知することができる地域の防災
マップ作成に係る費用について、一部補助を行
う。
・わがまち・わが家の防災マップ作成費補助金
　900千円（15千円×60行政区）
・防災マップ作成予定地区
　伊万里地区、立花地区、大川内町、波多津町

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

 資料 P63～64 

 資料 P65 
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

特色ある学校創造事
業

300

580 580

300

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

スクールカウンセ
ラー事業

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

学力向上対策推進事
業

2,970
（県）

990 1,980

　教育相談の専門的な知識・経験を有するスクー

ルカウンセラーを小学校に配置し、不登校やいじ

めなど、子どもや保護者が抱える悩みについて、

適切なカウンセリングを実施する。

・負担割合　県1/3　市2/3

　生涯学習センターと旧ポリテクセンター内に学

校適応指導教室「せいら」、「せいら西」を開設

し、学習や体験活動を通して不登校児童生徒の学

校復帰を支援する。

3,792 3,792

教　育　費

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

学校適応指導教室事
業

　小中学校の学力調査の実施とともに小学校にお

いては知能テストや市独自の漢字検定などを実施

し、実態の把握・分析、指導方法の改善を行い、

今後のきめ細やかな指導の充実を図る。

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

特別支援児童生徒サ
ポート事業

　小中学校において学習障害（ＬＤ）や注意欠陥

多動性障害（ＡＤＨＤ）、肢体不自由等の特別な

支援を必要とする児童・生徒に対し、支援員を配

置し、学習・生活支援を行い自立を支援する。

・臨時賃金（平成26年3月分・8名）　580千円

※平成25年3月～平成26年2月分は、平成24年度

　緊急雇用創出基金事業で対応

　児童生徒の学力向上や豊かな心の育成を図るた

め、各学校が学校や地域の実態に応じて事業を企

画立案し、特色ある学校づくりを推進する。

・100千円×3校

安心で健
やかな暮
らしづく
り

580 580

へき地校区高等学校
生徒通学費助成事業

601
（県）

300 301

　へき地校区から県内の高校へ通学する生徒につ

いて、保護者の経済的負担を軽減するため、通学

費の補助を行う。

・対象校区　波多津東小、滝野小、山代西小

・負担割合　県1/2　市1/2

外国語教育支援事業 6,009 6,009

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

　市内の小中学校へ外国語指導助手（ＡＬＴ）を

派遣し、英語教育や授業の補助を行い、子どもた

ちの外国語によるコミュニケーション能力や国際

感覚を養う。

・小中学校ＡＬＴ　3名
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

小学校建設事業 383,929

（国）
100,554
（繰）
70,000
（起）

208,600

4,775

　老朽化の著しい二里小学校について、継続費を

設定し、２か年で校舎の建設を行う。

・校舎改築事業費　1,047,427千円（2か年分）

・平成25年度事業費

　工事費　　　　　 348,683千円

　監理委託費　　　　 9,259千円

　仮設教室借上料　　21,285千円

　その他　　　　　　 4,702千円

安心で健
やかな暮
らしづく
り

小・中学校要保護
・準要保護児童生徒
就学援助事業

39,776
（国）

223 39,553

　経済的な理由により就学困難な児童生徒の保護

者の負担を軽減するため、就学費の助成を行う。

・小学校要保護・準要保護児童就学援助事業

　　　　　　　　　　　　　 　20,592千円

・中学校要保護・準要保護生徒就学援助事業

　　　　　　　　　　　　　 　19,184千円

・対象　給食費、修学旅行費、学用品費など

・補助率　国1/2（要保護のみ）

21,483

　遠距離通学の児童生徒の通学手段を確保するた

め、スクールバスの運行や保護者の通学費に対す

る負担軽減を図るための助成を行う。

・小学校遠距離児童通学費助成事業　6,923千円

・中学校遠距離生徒通学費助成事業 14,560千円

・スクールバス　　黒川小学校、青嶺中学校

・通学用タクシー　南波多小学校、東陵中学校

・通学費補助　　　小学校4km以上

　　　　　　　　　中学校6km以上

安心で健
やかな暮
らしづく
り

小・中学校特別支援
教育就学奨励費助成
事業

2,384
（国）
1,190 1,194

　特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者の負

担を軽減するため、就学費の助成を行う。

・小学校特別支援教育就学奨励費助成事業

　　　　　　　　　　　　　　　1,274千円

・中学校特別支援教育就学奨励費助成事業

　　　　　　　　　　　　　　　1,110千円

・対象　給食費、修学旅行費、学用品費など

・負担割合　国1/2　市1/2

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

市小中学校規模適正
化推進協議会事業

192 192

　伊万里市教育委員会の諮問に応じ、全市的立場

で小中学校の規模適正化を図るため協議会を開催

する。

安心で健
やかな暮
らしづく
り

小・中学校遠距離児
童生徒通学費助成事
業

21,483

 資料 P67 
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

青少年相談・補導活
動事業

1,769
（財）

18 1,751

　いじめ・不登校・非行など問題行動が増加する

なかで、子どもや家庭がかかえる悩み等を相談で

きる体制・環境を確立し、問題の早期解決に努め

る。

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

家庭・学校・地域連
携支援事業

600
（県）

300 300

　家庭と学校と地域が連携し、地域全体で子ども

たちの健やかな育ちや学校教育の活性化を支援す

るための体制づくりに必要な経費について補助を

行う。

○交付先

　伊万里市学校・家庭・地域連携推進協議会

○事業内容

・学校支援

　施設整備等の環境整備支援、部活動支援など

・家庭教育支援

　子育て講座、行政区懇談会など

・支援体制づくり

　実行委員会開催、コーディネーター選任など

○補助率　県1/2　市1/2

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

史跡大川内鍋島窯跡
保存整備事業

865
（県）

692 173

　大川内山の「歴史的資産」「町並み」「周辺景

観」の３つの資源について、個々の特徴を明らか

にするために地元と専門家を交えて協議を行うと

ともに、今後の活用方法をまとめた総合的な計画

の策定を行う。

・計画期間　  Ｈ23～Ｈ25（3か年）

・全体事業費　2,500千円

・負担割合　  県4/5（上限2,000千円）

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

私立幼稚園就園奨励
費補助金

21,750
（県）
4,712 17,038

　私立幼稚園就園幼児の保護者の経済的負担を軽

減し、公立・私立幼稚園間の保護者負担の格差を

是正するため、保護者の課税額に応じ補助を行

う。

・対象園

　伊万里幼稚園、伊万里カトリック幼稚園外

・園児見込み数　309名

・国庫補助　事業費の1/3以内

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

中学校パソコン管理
事業

14,485 14,485

　平成２４年度でリース満了となる中学校４校の

パソコン室の生徒用パソコンを更新するととも

に、１人１台の配置を行う。

・パソコン更新対象校　伊万里・啓成・青嶺・

                      国見

・パソコンリース料等　14,485千円
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

スポーツ振興支援事
業

4,053 4,053

　市民スポーツの振興を図るため、市体育協会等

へ各種補助を行う。

・市体育協会運営費補助金　　　　　2,500千円

・町民スポーツ振興補助金　　　　　  247千円

・市スポーツ災害共済会運営費補助金　 20千円

・市内一周駅伝競走大会出場費補助金　156千円

・市スポーツ少年団本部運営費補助金　136千円

・県民体育大会出場費補助金　　 　 　517千円

・県民体育大会出場選手強化費補助金　477千円

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

ウオーキング大会開
催事業

250 250

　誰もが気軽に参加できる「歩きたくなる街伊万

里ウオーク」を開催し、市民の健康づくりを推進

するとともに、全国のウオーキングファンへ呼び

かけることにより、伊万里を広くＰＲする。

・委託料　250千円

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

家読推進事業 321
（繰）

321

　他自治体との情報交換や交流を通じて、本市の

家読の更なる推進を図る目的から「佐賀県うちど

くネットワーク」を形成するとともに、本年度は

「九州うちどくネットワークin伊万里」を開催す

る。

・報償費　201千円 ・旅費　71千円

・その他　 49千円

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

ブックスタート事業 362
（繰）

362

　生後３か月を迎えた赤ちゃんとその保護者に対

して、３か月児健診時に絵本を配布するととも

に、ボランティアと協働で読み聞かせを行う。

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

伊万里塾推進事業 560 560

　地域の歴史、文化、風土、自然等の特性を活か

した地域づくりを推進するため、各町公民館を拠

点に独自の講座等を開催する。

・実施公民館 14館　・委託料　40千円×14館

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

放課後子ども教室推
進事業

870
（県）

580 290

　安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を設

け、地域の人たちの参画を得て、子どもたちと共

にさまざまな学習やスポーツ・文化活動、地域住

民との交流活動等の取組を推進する。

・実施公民館　伊万里、牧島、大坪、立花、

　　　　　　　大川内、黒川、山代の7公民館

・対　　象　小学生

・負担割合　県2/3　市1/3
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特定財源 一般財源

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
事 業 費 説 明事 業 名

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

安全で快
適な地域
づくり

急傾斜地崩壊防止事
業

15,200

（分）
3,800

（県）
7,600

3,800

　家屋等の背後地の急傾斜地や崖地の崩壊による

被害の増大を未然に防止するため、その防止工事

を行う。

・実施箇所　上黒尾地区、吉田1地区

　　　　　　藤の川1地区

・事業費　　上黒尾地区　　　1,200千円

　　　　　　吉田1地区　　   4,000千円

　　　　　　藤の川1地区　  10,000千円

・負担割合　県1/2　市1/4　地元1/4

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

学校給食センターＰ
ＦＩ事業

162,018 162,018

　ＰＦＩ手法により整備を行った学校給食セン

ターの建設経費等を、平成１８年度から平成３３

年度までの１６年払いで支払う。

・維持管理業務費　　15,187千円

・運営業務費　　　　67,676千円

・施設整備費　　　　79,155千円

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

●
スポーツ合宿誘致推
進事業

500 500

　国見台等の市内体育施設を活用し、大学や高校

など学生のスポーツ合宿を誘致し、合宿に要する

費用の一部を助成することで、スポーツの振興と

ともに経済的効果や街の活性化を図る。

・助成内容　のべ宿泊者数×1,500円

※1団体あたりの上限額100千円

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

●
県民体育大会開催事
業

400 400

　県内４ブロックの持ち回りで開催されている県

民体育大会を本市及び有田町、唐津市、玄海町で

開催する。

・期日　10月19日（土）、20日（日）

・種別　19種目32種別

・本市開催種目　軟式野球、サッカー、テニス、

　バスケットボール

諸支出金

災害復旧費

90

○投資及び出資金

・水道未普及地域解消事業出資金

　　大野岳地区　　　　　　  　21,490千円

安全で快
適な地域
づくり

水道事業繰出金 21,490
（起）
21,400
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（特別会計）

特定財源 一般財源

千円 千円 千円

千円 千円 千円

997,322

介護保険特別会計

安心で健
やかな暮
らしづく
り

介護保険 5,611,600

（国）
1,907,067
（支払基金）

1,690,235
（県）

369,315
（連合会）

923,987
（財）

1
（繰）

465,275
（諸）
10,108

　第５期介護保険事業計画（平成２４～２６

年度）に基づき、介護サービスを必要とする

人の適正な認定に努めるとともに、円滑な

サービス提供の推進と制度理解の促進等に努

める。

・総務費　　　　　  　　　　112,163千円

・保険給付費　　　　　　　5,384,266千円

・地域支援事業費　 　　 　　110,011千円

・公債費　　　　　      　 　　  47千円

・諸支出金　　　　   　　 　　1,003千円

・基金積立金　　　    　    　　 95千円

・予備費　　　　　    　  　　4,015千円

（負）
12,900
（手）

19
（国）

1,430,479
（支払基金）

1,567,480
（県）

787,873
（財）

95
（繰）

782,000
（諸）

8
（サ）
33,424

事 業 費

1,388,514

　地域住民の健康と福祉を保障する地域医療

保険として、市民の「健康で豊かな毎日」を

支えるため、疾病や負傷、出産、死亡したと

きに必要な保険給付を行うとともに、健康増

進のための保健事業を実施する。

○一般被保険者　　　7,746世帯  13,676人

○退職被保険者　　　  812世帯   1,097人

・総務費　　　　　    　　　114,343千円

・保険給付費　　　　　　　4,427,292千円

・後期高齢者支援金等　　　  799,985千円

・前期高齢者納付金等　　　　　1,211千円

・老人保健拠出金　　　　  　　　 45千円

・介護納付金　　　　　　　　357,457千円

・共同事業拠出金　　　　 　 993,587千円

・保健事業費　　　　　　　　 40,600千円

・公債費　　　　　　      　　3,229千円

・諸支出金　　　　　   　　　11,743千円

・基金積立金　　　　     　　　 　1千円

・予備費　　　　　　    　  　5,009千円

国民健康保険特別会計

安心で健
やかな暮
らしづく
り

国民健康保険 6,754,502

説 明事 業 名
５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳
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特定財源 一般財源
事 業 費 説 明事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

602,994

　快適な生活環境を確保し、公共用水域の水

質保全を図るため、下水道整備を推進する。

○建設事業

①補助

・管路長寿命化基本計画策定業務委託料

　　　　　　　　　　　　　　　10,000千円

②純単

・施工監理業務委託料　　　 　　1,000千円

③単独一般

・汚泥処理方式検討業務等委託料 5,000千円

・汚水管埋設工事　　　　　  　52,000千円

・物件移転補償費　　　　　　 　3,000千円

○公債費

・元金　　　　　　　　　　 1,267,553千円

・利子　　　　　　　　　  　 292,353千円

農業集落排水事業

　農村環境の保全、向上を図るため、農業集

落排水処理施設等の維持、管理を行う。

○処理場等維持管理業務　　　  33,603千円

○公債費

　・元金　　　　　　　　　　　63,286千円

　・利子　　　　　　　　　　  23,950千円

立花台地開発事業特別会計

25,279

125,159

（国）
9,000

（繰）
90,149

安全で快
適な地域
づくり

公共下水道事業 1,964,294

（国）
5,000

（繰）
670,000
（起）

686,300

　公共事業実施に伴う代替地の提供を行うと

ともに、一般の宅地購入希望者に対し分譲を

行う。

・事業費　分譲地造成工事　　 13,000千円

　　　　　管理業務等委託料　　2,696千円

　　　　　事務費等　　　　　　　 93千円

　　　　　職員人件費（1人）　 4,763千円

・公債費　一時借入金利子　　　　122千円

・予備費　　　　　　　　　　  4,605千円

安全で快
適な地域
づくり

公共下水道事業特別会計

立花台地開発事業 25,279

農業集落排水事業特別会計

安全で快
適な地域
づくり

26,010

 資料 P68 
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特定財源 一般財源
事 業 費 説 明事 業 名

５ つ の
まちづくり

財 源 内 訳

千円 千円 千円

千円 千円 千円

後期高齢者医療特別会計

活気あふ
れる産業
づくり

市営駐車場 12,379 12,379

　中心市街地にある６つの市営駐車場の管理

運営を行う。

・事業費　委託料（指定管理料） 4,300千円

　　　　　土地借上料等　　　　 4,718千円

　　　　　維持管理費　　　　　 1,267千円

・公債費　一時借入金利子　　 　　　5千円

・予備費　　　　　　　　　 　　2,089千円

市営駐車場特別会計

5

(保険料）
430,905

(繰）
867,128
（諸）
4,025

安心で健
やかな暮
らしづく
り

後期高齢者医療 1,302,063

　高齢者が安心して良質の医療を受けること

ができるように、広域連合へ保険料等の納付

金を支出するとともに、市の事務とされる保

険料の徴収、各種申請の受付や保険証の引渡

し等を行う。

・総 務 費　 　            　 13,256千円

・後期高齢者医療広域連合納付金

　　　　　　　　　　　     1,283,139千円

・保健事業費　　     　 　     4,151千円

・公 債 費　  　  　　           100千円

・諸支出金                     1,413千円

・予 備 費                         4千円

- 43 -



（企業会計）

特定財源 一般財源

千円 千円 千円

7,710
（国）
2,700

180,700

5,010

　布設年度が古い老朽管の布設替を行い、水道水

の安定給水と有収率の向上を図る。

・Ｌ＝2,498.4ｍ

　水道未普及地域である波多津町木場（大知木地

区）に水道施設を整備し、木場簡易水道の給水区

域を拡張する。

・本年度の事業内容

　実施設計業務、配水管布設φ40　L=200ｍ

・事業期間　平成25～26年度

180,200
（負）

500

財 源 内 訳

124,636

　施設の老朽化や水源の水質変化等に対応し、安

全・安心で良質な水道水を供給するため、浄水施

設の更新を行う。

・本年度の事業内容

　生物接触ろ過池の機械設備、膜ろ過設備の新

　設、生物接触池廻りの連絡管改造等

・事業期間　平成24～28年度

685,476

（国）
160,840
（起）

400,000

安全で快
適な地域
づくり

５ つ の
まちづくり

水道事業特別会計

事 業 名

資

本

的

支

出

有田川浄水場
更新事業

●
木場簡易水道区
域拡張事業（大
知木地区）

老朽管更新事業

説 明事 業 費

　水道未普及地域である南波多町大野岳地区に水

道施設を整備し、上水道の給水区域を拡張する。

・本年度の事業内容

　送水施設の整備、配水池築造等

・事業期間　平成24～25年度

水道未普及地域
解消事業（大野
岳地区）

85,585

（国）
25,788
（出）
21,490

38,307

　大坪町屋敷野地区の上流域で運営されている小

規模飲料水供給施設における水源水量の不足等を

解消するため、当該区域を上水道に統合する。

・本年度の事業内容

　送水ポンプ及び配水池の電気計装設備の整備、

　配水池築造等

・事業期間　平成24～25年度

●
波多津簡易水道
区域拡張事業
（深谷地区）

10,500
（国）
3,460 7,040

　水道未普及地域である波多津町木場（深谷地

区）に水道施設を整備し、波多津簡易水道の給水

区域を拡張する。

・本年度の事業内容

　実施設計業務、配水管布設φ40　L=320ｍ

・事業期間　平成25～26年度

簡易水道再編推
進事業（屋敷野
地区）

87,224

（国）
28,392
（起）
40,000

18,832
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

資
本
的
支
出

説 明事業費

251,328
（起）

251,300 28

財 源 内 訳

工業用水道事業特別会計

５ つ の
ま ち づ く り

浄水設備改良事
業
（第３工業用水
道）

事 業 名

○長浜浄水場中央監視制御設備更新

　平成７年度に竣工した長浜浄水場中央監視制御

設備について、２系統のうち１系統が老朽化によ

り故障しており、部分的な更新も不可能であるこ

とから、全面更新を平成２４年度からの２カ年の

継続工事で行う。

　本年度は、中央監視制御装置等の製作・設置を

行い本工事を完了する。

活気あふ
れる産業
づくり
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トイレ設置個所

位置 整備内容

Ａゾーン ダム管理事務所

（ダムサイト付近） 休憩広場等

Ｂゾーン 多目的広場

（土捨て場）

Ｃゾーン 展望広場

（県道上・下）

Ｄゾーン 多目的広場、花公園等

（ダム湖上流）

Ｅゾーン 浄水場施設

（ダムサイト直下付近） 多目的広場

井手口川ダム周辺施設管理事業（大川町東田代）
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全労働者
のべ人数

うち、新規
雇用者
のべ人数

1
まちなか子育てサ
ポート事業

委託 無 1 1 2,405

2 農地相談事業 直接 有 1 1 1,919

3
特別支援児童生徒サ
ポート事業

直接 有 4 4 4,609

4
公立保育園保育サ
ポート事業

直接 有 3 3 6,077

5
私立保育園支援員養
成事業

委託 有 5 5 13,270

6
特別支援児サポート
事業

直接 有 2 2 2,739

7 調理員人材育成事業 直接 無 2 2 3,121

8
スクールサポーター事
業

直接 有 1 1 2,209

9

公共施設の更新・維
持
管理計画策定支援事
業

直接 無 1 1 1,939

10
わがまちの防災対策
支援事業

直接 有 1 1 2,016

11
住宅防火安全対策普
及支援事業

直接 有 1 1 1,926

12
障害者社会生活相談
支援事業

直接 無 1 1 1,818

13 図書館家読推進事業 直接 有 1 1 1,818

事　業　名 事　業　の　概　要
実施
方法

24年度
実施の
有無

　小中学校において心身に障害を持った児童・生徒の介
助、支援を行うために支援員を配置する。

　公立保育園において、特別の支援を要する子どもをサ
ポートするために、児童福祉法で定められている最低基準
上の職員配置に加えて、保育士（もしくは保育士補助）を
配置する。

　保育士の安定的な確保を図るため、保育士の経験を有
する人材や保育に関心をもつ若年層を保育園支要員とし
て配置し、保育現場での実習・研修を通して、保育に対す
る理解を深め、きめ細やかな保育サービスを提供する。

■重点分野雇用創出事業　（雇用期間：原則1年以内）

　公立幼稚園において、心身に障害をもった園児の介助、
支援を行うために支援員を配置する。

25年度雇用見込(人)

事業費
（千円）

　まちなかで幼児が安全に安心して楽しめる「こども広場」
の更なる充実を図るため、プロジェクターを使用した絵本の
読み聞かせやブログ等を活用した情報発信など子育ての
サポートを行う。

　遊休農地の解消を目的とした農地法改正に伴い、新たな
業務となった農地利用状況調査の結果をもとに、農地の権
利移動や有効利用等に関する指導・相談業務等を行う。

　学校給食センターでの衛生管理研修や調理実習等を通
して、栄養や調理の基本を身につけ、バランスの取れた献
立作りのできる調理員を育成する。

　少年非行等に知識を有する専門家を中学校に配置し、
いじめ、非行防止及び立ち直り支援、非行・犯罪被害防止
教育支援、安全確保対策等を行う。

　公共施設に関するデータの収集・整理、現地確認（調
査・写真）等を行い、施設ごとの評価表を作成し、施設の更
新・維持管理計画の策定を推進する。

　地域における防災対策として、地域の実情を調査し、住
民に周知することができる地域の防災マップの作成を補助
する指導員を配置する。

　住宅用火災報知器の設置率の向上のため、戸別訪問や
街頭広報等により住宅用火災警報器の設置義務の普及啓
発活動を推進する普及推進員を配置する。

　障害者総合支援法の施行に伴う各種資料作成や窓口対
応の充実、安心できる環境づくりへ向けた調査などを行う
臨時職員を配置する。

　家読推進のためのリサイクルブックの整理及び処分作業
を行うとともに、家読インタビュー記事の作成やホームペー
ジの更新を行う。

緊 急 雇 用 創 出 基 金 事 業
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全労働者
のべ人数

うち、新規
雇用者
のべ人数

14
伊万里港ポートセー
ルス強化事業

直接 有 1 1 4,117

15
観光ＰＲＤＶＤ作成事
業

委託 無 6 1 3,354

16
植栽等管理技術者育
成事業

委託 無 6 5 7,091

17
ＩＣＴを活用した行政
情報発信事業

直接 有 1 1 1,919

18
生活保護制度適正化
支援事業

直接 有 1 1 928

39 33 63,275

全労働者
のべ人数

うち、新規
雇用者
のべ人数

1
私立保育園支援員人
材育成事業

委託 有 6 6 14,727

2
児童生徒特別支援員
養成事業

直接 有 8 8 8,691

14 14 23,418

事業費
（千円）

25年度雇用見込(人)
24年度
実施の
有無

事　業　名 事　業　の　概　要

計

■震災等緊急雇用対応事業　（雇用期間：原則1年以内）

　保育士の安定的な確保を図るため、保育士の経験を有
する人材や保育に関心を持つ若年層を保育園支援員とし
て配置し、保育現場での実習研修等を通して、保育に対
する理解を深め、きめ細やかな保育サービスを提供する。
（私立保育園６園）

　小中学校において心身に障害を持った児童生徒の介
助、支援を行うために支援員を配置し、スキルアップ研修
をはじめとした研修会等で知識等を習得させ、心身に障害
を持つ生徒が安心して学校生活を送れるように学習の補
助、移動や校外学習等においてサポートを行う。

実施
方法

　生活保護受給者に対し、ジェネリック医薬品の紹介や頻
回受診の適正指導を行うとともに、活用できる他法受給資
格の有無などの各種調査を行い、生活保護費の削減と支
給の適正化を図る。

計

　ホームページやツイッター・フェイスブック・ブログ・テレビ
のデータ放送など、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用し、的確な
情報発信を図る。

　国内外の貿易業者や船社に対し、民間で培われてきた
経験・知識・人脈等を活かした営業活動を展開し、新たな
航路の開拓など伊万里港の利活用の促進を図る。

　本市の認知度の向上や観光客の誘致を促進するため
に、本市の魅力ある観光資源を余すことなく伝えるＰＲＤＶ
Ｄを作成し、観光ＰＲツールとして活用する。

　老朽化したテントプレース１５基を撤去し、より利用しやす
いキャンプ場となるよう景観整備を行うとともに、撤去跡に
新たに植林を行うことで、花木等の維持管理を行える人材
を育成する。

事　業　名 事　業　の　概　要
実施
方法

24年度
実施の
有無

25年度雇用見込(人)

事業費
（千円）
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市道東田代・相知線 位置図 施工場所 ： 大川町東田代 地内

全体延長L=630ｍ（W=4.0ｍ）

H25年度 改良延長L=130ｍ

工事費 C=3,600千円

市道東田代・相知線 計画図

キャンプ場

草住神社

市 道 整 備 事 業
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市道笠椎8号線 位置図 施工場所 ： 南波多町笠椎 地内

市道笠椎8号線 計画図

全体延長L=100ｍ（W=4.0m）

県
道

伊
万
里
・
畑
川
内
・
厳
木
線

平成25年度 改良延長L=40ｍ

工事費 C=2,200千円

市 道 整 備 事 業
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市 道 整 備 事 業

市道早里・椿原・七ツ島線 位置図
施工場所 ： 黒川町椿原 地内

全体延長 L=100m(W=7.0m)

平成25年度 改良 L=90m

椿原

市道早里・椿原・七ツ島線 計画図
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市道東田代9号線 位置図 施工場所 ： 大川町東田代 地内

市道東田代9号線 計画図

市 道 整 備 事 業

全体延長 L=300m(W=3.0m)

平成25年度 改良 L=90ｍ
工事費 C=3,000千円

県道八幡岳公園線

井
手
口
川
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道路整備総合交付金事業 

市道重橋・中山線 位置図 

市道重橋・中山線 計画図 

施工場所 ： 南波多町重橋 地内 

平成25年度 延長 L=200m(W=7.0m) 
工事費 C=21,500千円 
補償費 C= 1,500千円 

至 波多津町 

至 南波多町 

全体 延長 L=360m (W=7.0m) 
 

H25 舗装工 
L=140ｍ C=7,000千円 H25 改良工 

L=60ｍ C=14,500千円 
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市道天神・浦川内線 位置図 

市道天神・浦川内線 計画図 

施工場所 ： 東山代町浦川内 地内 

天神 

浦川内 

Ｈ25 舗装工L=100ｍ 
工事費 C= 4,650千円 

道路整備総合交付金事業 

全体 延長 L=277m(W=7.0m) 

Ｈ25 改良工L=110ｍ 
工事費 C= 3,850千円 

平成25年度 延長 L=210m(W=7.0m) 
工事費 C=8,500千円 
補償費 C=1,000千円 

電柱移転 
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市道提川・川西線 位置図 施工場所 ： 大川町川西 地内 

市道提川・川西線 計画図 

道 路 整 備 総 合 交 付 金 事 業 

大川町 川西区 

県道伊万里・畑川内・厳木線 

総延長 L=600ｍ W=10.25ｍ（片歩W=3.5ｍ） 

平成25年度 
  測量・試験費 C= 14,000千円 
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辺 地 対 策 事 業

市道竹の古場・世知原線 位置図

市道竹の古場・世知原線 計画図 標準断面図

施工場所 ： 東山代町下分 地内

H25 施工
舗装工L=90m

全体延長 L=750m W=5.00m

H25 施工
改良工L=150m
C=24,270千円

平成25年度 延長 L=240m(W=5.0m)
工事費 C=27,870千円
測試費 C= 130千円
用地費 C= 200千円
補償費 C= 1,500千円
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交通安全施設整備事業

市道八谷搦海岸通り線 位置図

市道八谷搦海岸通り線 計画図

伊

万

里

川

新田川

警察署

ホテル 病院
幼稚園

国道２０４号バイパス

全体延長 L=1,530m、W=2.50m 起点終点

平成25年度
歩道整備 L=70m

全体計画
L=1,530m

H22・H23・H24施工済 区間

施工場所 ： 二里町八谷搦 地内
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市道畑津・辻・弁賀線 位置図

市道畑津・辻・弁賀線 計画図

施工場所 ： 波多津町浦 地内

波多津町 浦

至波多津小学校

総延長 L=180ｍ W=4.00ｍ（片歩W=1.8ｍ）

国道204号

平成25年度
延長 L=70ｍ
改良工 C= 4,000千円

交通安全施設整備事業
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総 合 流 域 防 災 事 業

煤屋川 位置図

煤屋

青嶺中学

総合流域防災事業 煤屋川 L=840ｍ

煤屋川 計画図

本工事（築堤・護岸） L=100m

附帯工 (道府橋上部工）

舗装工 A=660㎡

橋梁設計（農道橋） N=1基

補償費（水道補償） N=1式

Ｈ２５ L=100ｍ
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馬伏雨水ポンプ場土木建築工

導水渠築造工事 Ｌ＝１

施工監理業務委託 １

用地購入費 Ａ＝４５０

馬伏雨水ポンプ場土木建築工事 １

導水渠築造工事 Ｌ＝１００

施工監理業務委託 １式 

用地購入費 Ａ＝４５０㎡ 

浸 水 対 策 事 業 
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都市計画道路整備事業（陣内白野線） 

陣内白野線 位置図 

陣内白野線 計画図 

整備済区間 
L=420m 

事業区間 
L=126m 

都市計画道路 

陣内白野線 

 L=546m 

１工区 

L=420m 

（整備済み） 
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現況平面図

計画平面図

作戦室

機

械

室

通信指令室

廊下

ホール

玄関

廊下

機

械

室

ホール

通

信

指

令

室

作戦室

サーバ室

玄関

消防本部・署総務事業事業（消防本部庁舎増改築工事）
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消防救急デジタル無線の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信指令室 

盗聴出来ない 

１．無線交信の秘匿性の向上 

２．データ通信が可能となり、車両動態情報等

が送信可能となる 

３．通信チャンネル数の増加 

４．基地局折り返し通信等による通話エリアの

拡大 

暗号化 

通信チャンネルの増加 

基地局折り返し通信等に 

よる通話エリア拡大 

車両動態情報の送信 

聞こえない 

消防救急無線においては、これまでアナログ通信方式により、音声主体の運用が行われていま

すが、平成１５年１０月に、総務省総合通信基盤局から「電波法関係審査基準の一部改正」が出

され、アナログ周波数の使用期限が平成２８年５月３１日までとされました。 

【デジタル化により期待される効果】 

◎秘匿性が高まり、患者の傷病情報等の個人情報保護を強化できる。 

◎消防・救急車両の位置情報や、水利情報、画像情報等の多様なデータを活用できる。 

◎無線チャンネルの増加により、複数の消防救急事案に対処し易くなる。 

◎大規模災害時等における通信ふくそうの回避が図れる。 

消 防 救 急 無 線 デ ジ タ ル 化 整 備 事 業 
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無線交信のイメージ 

 

 

 

 

 

【その他】 

・出動指令 

・災害地点・傷病者情報 

・消防水利情報 

・車両の動態管理 

有田町 

伊万里市 

デジタル化によりすべて交信可能 

有田署

 

大平山 

前進基地局 

消防本部(伊万里) 

通信指令室 

他県からの緊急消防援助隊 

救急隊 

現場活動隊 

消防隊 

消防救急無線デジタル化整備事業 
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消防緊急通信指令システムの概要 

 

 

    

災害規模により

計画された隊へ

出動指令 

１１９番通報 

出動車両のモニターにも指令室

と同じ災害地点の地図を表示 

【随時】 

人工衛星から車両の位置情

報を得て指令システムに隊

の位置情報を送信 

通信指令室 

災害地点に一番近

い隊へ出動指令 

【通信指令システムの更新により期待される効果】 

◎消防救急デジタル無線と接続することで、車両動態の把握が可能。 

◎全ての電話（加入電話・IP電話・携帯電話）の発信位置を地図上に表示  

→ 災害地点特定に要する時間の短縮 → 現場到着までに要する時間の短縮 

◎ＡＶＭ（車両動態設定装置） 

・消防・救急車両の位置情報及び水利情報・道路状況を一元的に把握し、全端末で共有可能。 

・無線連絡の簡略化（現場到着、放水開始等の時間情報をボタンで送信可能。） 

◎署所端末装置 

・署所で受令する時、地図、通報状況付の指令書を受令することにで、出動前に詳細な情報の把握が可能。 

① 

③ 

１１９番入電と同時に 

通報場所が表示 

② 

④ 

消 防 緊 急 通 信 指 令 シ ス テ ム 整 備 事 業 
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伊万里・有田消防広域化のスケジュール 

 

 
広域化推進事業 

広域化準備室 
【仮称】 

市町議会 組合議会 

平成２５年 

３月 
  組合設立規約審議  

平
成
２５
年
度 

４～６月 

   

 

７～９月 

 

 

 

 

10～12月  平成２６年度予算要求 

  

１～３月 

 
    

平成２６年 

４月１日 

 

 

 

 

 

伊万里・有田消防組合設立 

組合設立 

準備作業 

システム本稼働 

県へ組合設置 

許可申請 

操作研修等 組合運営負担金 

予算議案審議  

市町広報紙に 

掲載依頼 

市町広報紙に 

掲載依頼 

例規策定業務 

コンピューター

システム構築等 

消 防 広 域 化 推 進 事 業 
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小 学 校 建 設 事 業

二里小学校 校舎改築 平成２５年度～２６年度継続事業

【管理棟】H26年度 耐震化・大規模改造 【普通・特別教室棟】
H25～H26 改築工事

既存体育館

【普通・特別教室棟】

構 造：鉄筋コンクリート造

教室棟：３階建

面 積：２，９８８㎡（新築）

【管理棟新増築】

構 造：鉄骨造

教室棟：２階建

面 積：３５７㎡（新築）

【管理棟改造】

構 造：鉄筋コンクリート造

教室棟：２階建

面 積：８６２㎡（改造）
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伊万里市公共下水道事業 工事箇所図

伊万里市浄化センター

吉野地内汚水管

作井手地内汚水
舗装復旧工事

六仙寺地内汚水

伊萬里津中継ポンプ場

事業計画区域

汚水幹線

雨水幹線

既設汚水幹線

凡例

Ｈ２５単独工事予定箇所

Ｈ２５補助工事予定箇所
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